
近
世
前
期
の
学
校
構
想

山
鹿
素
行
と
熊
沢
蕃
山
と
の
対
比

前
　
　
田
　
　
　
　
　
勉

士
の
日
常
生
活
に
儒
学
を
と
り
い
れ
、
自
ら
の
生
き
方
と
政
治
の
あ
り
方

を
考
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
思
想
的
な
模
索
の
な
か
で
、
素
行
は
、
朱
子

学
が
「
実
は
世
間
と
学
問
と
は
別
の
事
に
成
候
」
（
「
配
所
残
筆
」
、
一
六

七
五
年
、
三
三
五
頁
）
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
「
学
問
」
と
「
世
間
」

の
一
致
を
求
め
て
、
政
治
的
な
志
向
性
の
強
い
「
聖
学
」
を
確
立
し
た
。

ま
た
蕃
山
も
、
当
代
の
人
情
事
変
に
ふ
さ
わ
し
い
経
世
済
民
の
「
心
法
」

の
学
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
彼
ら

の
試
み
が
、
当
時
の
時
代
状
況
の
な
か
で
孤
立
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
近
世
前
期
は
、
武
土
た
ち
の
間
で
、
儒
学
を
学
ぶ
者
が
よ
う
や
く
現

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
蕃
山
は
儒
学
の
普

及
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
未
明
の
書
、
周
子
・
程
子
・
朱
子
・
王
子
な
ど
の
註
解
発
明
の
、
日

　
　
本
に
渡
り
、
人
の
見
候
事
は
、
わ
づ
か
に
五
六
十
年
ば
か
り
な
り
。

　
　
し
か
れ
ど
も
、
市
井
の
中
に
と
ゞ
ま
り
て
土
の
学
と
な
ら
ず
。
十
年

　
　
こ
の
か
た
、
武
士
の
申
に
も
、
志
あ
る
人
は
し
ば
し
見
え
候
閲
、
後

　
　
世
に
は
奸
人
余
多
出
来
候
べ
し
。
（
「
集
義
和
書
」
巻
一
、
一
三
頁
）
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江
戸
時
代
、
多
く
の
学
校
が
あ
っ
た
。
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
、
全
国

各
地
の
藩
校
、
庶
民
の
手
習
塾
（
寺
子
屋
）
、
私
塾
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
の
学
校
が
作
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
は
I
朝
一
タ
に
で
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
時
代
と
共
に
、
そ
の
種
類
と
数
を
増
し
て
い
っ
た
。
た

だ
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
江
戸
前
期
、
一
七
世
紀
の
中
ご
ろ
は
、
林
家
塾

な
ど
の
私
塾
は
成
立
し
て
い
た
が
、
公
営
の
学
校
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
藩
校
設
立
の
早
い
例
と
し
て
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
岡
山
藩

の
池
田
光
政
が
創
設
し
た
「
仮
学
館
」
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
時
代
状
況
の
な
か
で
、
学
校
と
い
う
組
織
的
な
教
育
機
関
を
構
想
す

る
者
が
現
わ
れ
た
。
山
鹿
素
行
（
ニ
八
二
二
～
八
五
、
元
和
八
～
貞
享
二
）

と
熊
沢
蕃
山
（
ヱ
ハ
ー
九
～
九
一
、
元
和
五
～
元
禄
四
）
は
そ
の
代
表
者

で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
素
行
と
蕃
山
は
江
戸
前
期
の
ユ
ニ
ー
ク
な
儒
学
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
儒
学
の
第
二
世
代
と
も
い
え
る
彼
ら
は
、
武



　
ま
し
て
や
、
儒
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
学
校
な
ど
は
、
「
古
は
日
本
に
も

盛
な
り
し
学
校
の
教
へ
、
釈
奠
の
祭
な
ど
も
、
中
興
せ
ば
珍
し
か
る
べ
く

候
」
（
『
集
義
和
書
』
巻
四
、
七
九
頁
）
と
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
時
代
状
況
の
な
か
で
、
素
行
と
蕃
山
は
、
当
時
の
人
々
に
は
未
知

の
学
校
と
い
う
教
育
機
関
を
構
想
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
山
鹿
素
行
と
熊
沢
蕃
山
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

研
究
史
が
あ
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
二
人
の
思
想
を
学
校
構
想

と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
設
定
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
一
つ
の
試
論
だ
が
、
そ
れ
は
、
日
常
生
活
と
学
校
と
の
関
連
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
共
通
し
て
、
当
時
の
武
士
の
日
常
生
活
の
な
か
に

儒
学
を
適
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
学
校
も
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
学
校
が
武
士
の
日
常
生
活
、
さ
ら
に
武

士
が
支
配
す
る
農
工
商
の
三
民
の
日
常
生
活
に
た
い
し
て
、
ど
の
よ
う
な

役
割
。
機
能
を
は
た
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
い
は
、
も
っ
と
も

基
本
的
な
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
日
常

生
活
と
学
校
と
の
関
連
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
素
行
と
蕃
山
の
二

人
が
ど
の
よ
う
な
学
校
を
構
想
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
山
鹿
素
行
は
寛
文
年
間
に
、
幼
い
頃
か
ら
学
ん
で
き
た
朱
子
学
が
日
常

生
活
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
う
隠
逸
的
な
学
問
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
朱

子
の
書
か
ら
周
公
・
孔
子
の
書
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
学

問
＝
「
聖
学
」
を
確
立
し
た
。
素
行
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
世

間
」
＝
日
常
生
活
と
「
学
問
」
と
の
一
致
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
主
著

『
聖
教
要
録
』
（
一
六
六
五
年
）
や
『
山
鹿
語
類
』
四
五
巻
（
一
六
六
五
年
）

に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
聖
学
」
は
き
わ
め
て
政
治
的
志
向
性
の
強
い
学

問
・
思
想
で
、
そ
の
中
心
と
な
る
政
治
論
は
、
武
士
と
農
工
商
の
三
民
の

風
俗
教
化
を
目
指
す
も
の
だ
っ
た
。
ま
ず
、
素
行
の
学
校
構
想
を
見
る
前

に
、
そ
の
前
提
と
な
る
素
行
の
風
俗
教
化
論
を
見
て
お
こ
う
。

　
最
初
に
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
素
行
の
風
俗
教
化
論
が
朱
子

学
の
政
治
論
の
原
理
と
も
い
え
る
「
大
学
」
の
三
綱
領
の
一
つ
で
あ
る

「
新
民
」
説
へ
の
批
判
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
朱
子
学

の
「
新
民
」
説
は
、
民
の
個
々
の
先
天
的
な
道
徳
性
に
信
頼
し
て
、
民
自

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
性
を
発
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
現
実
的
に
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、
為
政
者
に
「
人
の
家
ご
と
に

喩
し
戸
ご
と
に
暁
さ
ん
と
欲
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
」
（
「
論
語
集
註
」
）
覚
悟

を
も
っ
て
教
化
の
任
に
あ
た
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
素
行

は
こ
の
よ
う
な
理
想
主
義
的
な
政
治
論
を
、
「
天
下
の
広
く
万
民
の
衆
、

家
々
戸
々
に
至
り
て
道
を
説
き
理
を
談
ず
る
事
不
レ
可
レ
叶
」
（
「
山
鹿
語

類
」
巻
一
二
全
五
、
三
四
二
頁
）
と
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

朱
子
の
章
句
及
び
或
問
は
、
天
下
の
人
以
て
其
の
性
心
を
明
か
に
す

と
言
ふ
。
是
れ
決
し
て
聖
人
の
意
に
非
ず
。
経
の
文
、
只
だ
天
下
を

言
ふ
の
み
。
是
れ
聖
教
の
大
綱
を
天
下
に
明
か
に
す
る
な
り
。
天
下

億
兆
の
人
民
豊
性
心
を
明
か
に
す
る
の
道
あ
ら
ん
や
。
匹
夫
も
其
の
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沢
を
被
ら
ざ
る
を
思
ひ
、
比
屋
封
ず
べ
き
底
は
、
是
れ
其
の
規
模
な

　
　
り
。
「
天
下
の
人
を
し
て
皆
以
て
其
の
明
徳
を
明
か
に
す
る
こ
と
あ

　
　
ら
し
む
」
と
、
一
挙
し
て
同
じ
う
す
べ
か
ら
ず
。
聖
人
の
治
平
は
道

　
　
徳
を
一
に
し
て
以
て
俗
を
同
じ
う
す
る
に
在
り
。
故
に
三
代
の
隆
な

　
　
る
、
王
宮
国
都
よ
り
以
て
閲
巷
に
及
ぶ
ま
で
学
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と

　
　
な
し
。
司
徒
・
典
楽
の
設
、
是
れ
道
徳
の
綱
紀
を
天
下
に
明
か
に
す

　
　
る
な
り
。
格
物
致
知
を
極
め
至
り
て
而
る
後
に
這
箇
の
聖
容
あ
り
。

　
　
天
下
の
人
悉
く
此
の
容
知
を
得
る
こ
と
、
豊
此
れ
あ
ら
ん
や
。
（
「
四

　
　
書
句
読
大
全
　
大
学
」
、
全
一
一
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）

　
素
行
に
よ
れ
ば
、
民
を
治
め
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
道
徳
性
を
発

揮
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
現
実
的
に

不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
素
行
は
そ
う
し
た
「
天
下
の
人
」
す
べ
て
の
自

律
的
な
道
徳
性
実
現
の
非
現
実
性
を
非
難
し
て
、
「
道
徳
を
一
に
し
て
以

て
俗
を
同
じ
う
す
る
」
教
化
を
説
い
た
。
素
行
に
と
っ
て
「
礼
」
は
、

「
道
徳
を
一
に
す
る
」
日
常
生
活
を
外
側
か
ら
律
す
る
客
観
的
な
規
範
だ

っ
た
。

　
　
師
日
は
く
、
治
道
之
要
最
以
レ
立
二
規
制
一
と
云
へ
り
。
規
制
と
云

ふ
は
、
天
下
万
民
の
た
め
に
い
が
た
と
可
レ
為
事
を
制
し
て
、
是
れ

　
　
を
立
て
の
つ
と
ら
し
む
る
事
也
。
規
制
何
を
以
て
先
ん
ぜ
ん
と
な
ら

　
　
ば
、
先
づ
衣
服
居
宅
食
物
而
し
て
日
用
の
用
具
具
に
各
々
規
制
を
立

　
　
つ
る
也
。
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
全
五
、
五
九
頁
）

　
そ
れ
は
、
「
い
が
た
」
と
讐
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
素
行
は
衣
食

住
の
日
常
生
活
全
般
の
規
範
＝
「
い
が
た
」
を
定
型
化
し
て
、
そ
の
「
い

が
た
」
に
人
々
の
生
活
を
流
し
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
俗
の
画
一
化
を

図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
素
行
は
こ
う
し
た
「
い
が
た
」
に
よ
る
教
化

方
法
に
よ
っ
て
、
「
風
俗
相
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
面
々
自
分
と
し
て
道
徳

を
定
め
」
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
全
五
、
一
八
頁
）
て
い
る
価
値
の
ア
ナ

ー
キ
ー
な
状
態
を
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
画
一
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
。

　
　
師
日
は
く
、
使
三
民
日
遷
レ
善
遠
レ
罪
不
二
自
知
一
也
と
云
へ
る
は
、

　
　
前
漢
の
買
誼
が
文
帝
に
奏
せ
し
辞
也
。
天
下
の
広
く
万
民
の
衆
、

　
　
家
々
戸
々
に
至
り
て
道
を
説
き
理
を
談
ず
る
事
不
レ
可
レ
叶
。
た
と

　
　
へ
ば
学
校
の
ま
う
け
大
学
の
教
へ
、
不
レ
残
示
レ
之
す
こ
と
の
な
る

　
　
と
云
へ
ど
も
、
人
心
の
不
レ
ー
又
如
二
人
面
一
と
云
へ
れ
ば
、
こ
と

　
　
ご
と
く
一
致
せ
し
む
る
事
不
レ
可
レ
叶
を
以
て
、
古
の
聖
人
天
理
の

　
　
節
文
を
う
つ
し
て
人
事
の
儀
則
と
し
、
衣
食
居
よ
り
は
じ
め
常
住
の

　
　
用
具
吉
凶
軍
賓
嘉
の
礼
に
至
る
ま
で
不
レ
得
レ
止
の
制
法
を
立
て
、

　
　
民
こ
の
礼
に
よ
り
此
の
法
を
守
る
と
き
は
、
自
然
に
善
に
う
っ
り
悪

　
　
を
去
り
て
、
い
つ
と
な
く
天
倫
の
つ
い
で
明
か
に
、
悪
習
日
に
遠
ざ

　
　
か
る
、
是
れ
聖
人
の
教
化
也
。
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
一
二
全
五
、
三

　
　
四
二
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
全
般
の
「
い
が
た
」
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

道
徳
を
一
に
し
て
、
風
俗
を
正
す
と
い
う
の
が
、
素
行
の
風
俗
教
化
論
で

あ
っ
た
。
朱
子
学
の
風
俗
教
化
論
の
よ
う
に
、
人
間
の
道
徳
性
。
本
来
性

を
根
拠
と
し
て
、
民
の
自
発
性
に
期
待
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
外
形
的
な
「
い
が
た
」
に
よ
っ
て
風
俗
が
画
一
化
す
る
こ

と
が
可
能
だ
と
す
る
前
提
に
は
、
外
形
的
な
規
範
＝
「
形
」
を
実
行
す
る

こ
と
で
、
「
心
」
は
変
化
す
る
と
い
う
人
間
観
が
あ
っ
た
。

　
　
人
皆
形
に
よ
っ
て
心
た
が
ひ
、
居
に
よ
っ
て
気
う
つ
り
、
手
に
と
り

　
　
目
に
み
る
に
よ
つ
て
其
の
意
念
発
す
。
玩
好
の
器
あ
れ
ば
玩
好
の
心

　
　
あ
り
、
人
心
惟
危
は
古
の
戒
な
り
。
幼
稚
の
時
は
幼
稚
の
心
あ
る
を
、

　
　
元
服
し
て
成
人
の
礼
を
行
へ
ば
其
の
日
よ
り
成
人
の
心
と
な
る
。
凡

　
　
下
卑
列
の
も
の
も
、
取
立
て
て
士
官
に
附
す
れ
ば
士
官
と
な
る
。
心

　
　
は
一
つ
に
し
て
、
一
日
の
内
に
も
物
々
品
々
に
随
っ
て
変
化
す
る
こ

　
　
と
ま
の
あ
た
り
な
れ
ば
、
百
工
に
命
じ
て
器
を
制
し
、
ぬ
ひ
ど
の
に

　
　
命
じ
て
衣
裳
を
な
し
、
良
匠
に
与
へ
て
家
宅
を
作
り
、
商
買
を
置
き

　
　
て
交
易
を
利
す
る
と
も
、
各
々
其
の
節
文
儀
則
を
守
ら
し
め
て
、
悪

　
　
習
の
輩
の
猶
ほ
求
む
る
と
云
へ
ど
も
世
に
其
の
玩
好
奇
物
な
く
、
礼

　
　
を
そ
む
き
制
を
は
な
れ
た
る
は
一
事
一
物
な
り
と
も
い
と
な
ま
せ
ざ

　
　
ら
ん
に
は
、
人
々
嗜
欲
の
自
然
に
や
み
、
不
レ
知
し
て
自
ら
道
に
入

　
　
る
べ
き
也
。
（
「
山
鹿
語
類
」
巻
一
一
、
全
五
、
三
四
二
圭
二
四
三
頁
）

　
素
行
に
よ
れ
ば
、
「
人
皆
形
に
よ
っ
て
心
た
が
」
う
。
「
幼
稚
の
心
」
あ

る
も
の
も
「
元
服
し
て
成
人
の
礼
」
を
行
え
ば
、
「
其
の
日
よ
り
成
人
の

心
と
な
る
」
こ
と
も
で
き
る
。
「
形
」
か
ら
「
心
」
へ
と
い
う
型
を
重
ん

ず
る
回
路
で
あ
る
。
素
行
か
ら
み
れ
ば
、
朱
子
学
の
居
敬
の
よ
う
に
「
心
」

自
体
を
直
接
に
正
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
心
性
を
翫
ぶ
「
異
端
」
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
風
俗
教
化
論
に
よ
っ
て
、
素
行
は
同
時
代
の
仏
教
の
力
を

弱
め
、
統
制
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。
素
行
に
よ
れ
ば
、
当
代
は
為

政
者
か
ら
の
道
徳
的
な
「
教
戒
」
「
教
化
」
が
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

「
道
に
志
あ
る
」
者
た
ち
も
仏
教
に
帰
依
し
て
し
ま
い
、
「
教
化
の
道
」
は

ほ
と
ん
ど
「
断
絶
」
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
　
本
朝
は
仏
の
意
を
貴
び
、
八
宗
九
宗
の
宗
門
を
立
て
天
下
こ
れ
を
帰

　
　
依
す
。
其
の
帰
依
す
る
こ
と
風
俗
と
な
っ
て
、
上
よ
り
教
戒
の
詳
な

　
　
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
し
ば
ら
く
道
に
志
あ
る
の
輩
、
思
々
に

　
　
釈
門
に
入
り
て
皆
空
無
の
談
を
な
し
て
、
今
日
日
用
の
間
、
君
君
た

　
　
り
臣
臣
た
る
の
ゆ
ゑ
ん
を
不
レ
知
也
。
故
に
国
郡
を
領
し
人
の
を
さ

　
　
を
も
致
す
人
、
皆
下
を
教
ふ
る
こ
と
な
く
、
其
の
身
に
も
釈
門
を
宗

　
　
と
す
る
を
以
て
、
教
化
の
道
殆
ど
断
絶
す
。
（
「
山
鹿
語
類
」
巻
一
二

　
　
全
五
、
三
六
七
頁
）

　
そ
の
結
果
、
何
が
善
で
、
何
が
悪
で
あ
る
か
、
「
面
々
自
分
」
で
自
己

判
断
し
て
い
る
た
め
に
、
風
俗
が
乱
れ
、
「
異
端
」
仏
教
が
信
仰
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

　
　
風
俗
相
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
面
々
自
分
と
し
て
道
徳
を
定
め
、
道
其

　
　
の
道
に
あ
ら
ず
、
徳
其
の
徳
に
あ
ら
ず
、
世
以
て
非
レ
道
を
道
と
心

　
　
得
、
徳
に
あ
ら
ざ
る
を
徳
と
崇
敬
す
。
是
れ
風
俗
と
な
っ
て
、
末
々

　
　
後
々
ま
で
愚
民
凡
人
是
れ
を
取
り
て
道
徳
の
異
端
を
な
す
也
。
（
「
山

　
　
鹿
語
類
」
巻
七
、
全
五
、
一
八
頁
）

　
そ
の
た
め
、
一
定
の
「
い
が
た
」
を
作
っ
て
、
「
道
徳
を
一
に
す
る
」

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
価
値
の
外
形
的
基
準
を
画
一

的
に
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
異
端
」
仏
教
の
勢
力
を
弱
め
る
こ
と
が
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で
き
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
点
、
素
行
は
『
論
語
』
の
「
攻
二
乎
異
端
一
、

斯
害
也
已
」
（
為
政
篇
）
の
「
攻
」
の
字
は
、
朱
子
の
よ
う
に
「
専
治
」
、

す
な
わ
ち
専
ら
研
究
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
攻
撃
」
だ
と
す
る
。
素
行

は
、
「
一
旦
、
力
を
以
て
こ
れ
を
攻
撃
す
れ
ば
、
天
子
諸
侯
の
命
と
雖
も
、

た
だ
屈
服
し
て
未
だ
心
服
す
べ
か
ら
ざ
る
」
（
『
四
書
句
読
大
全
　
論
語
』
）

異
端
だ
か
ら
こ
そ
、
「
礼
」
＝
「
い
が
た
」
に
よ
る
風
俗
教
化
を
求
め
た

の
で
あ
る
。

　
　
聖
人
異
端
の
説
を
去
る
の
説
は
論
語
に
こ
れ
を
出
せ
り
。
日
ふ
、

　
　
「
異
端
を
攻
む
る
こ
と
な
か
れ
。
攻
め
ず
し
て
か
れ
自
ら
退
か
ん
」

　
　
と
。
こ
れ
聖
人
の
道
な
り
。
攻
め
ず
し
て
去
る
の
道
は
唯
だ
礼
に
あ

　
　
り
。
礼
立
た
ば
則
ち
異
端
隆
な
ら
ず
。
異
端
隆
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
有

　
　
る
も
亦
無
き
が
如
く
、
何
の
害
か
こ
れ
あ
ら
ん
や
。
（
「
山
鹿
随
筆
」

　
　
巻
一
二
全
一
一
、
五
七
六
頁
）

　
こ
の
「
礼
」
に
よ
る
異
端
無
力
化
は
一
種
の
統
治
の
技
術
で
あ
っ
た
。

直
接
的
な
暴
力
的
な
措
置
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
弾
圧
す
る
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
搦
め
手
か
ら
そ
の
力
を
弱
体
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
対
象
と
す
る
素
行
の
構
想
す
る
学
校
と
は
、
こ
の
風
俗
を
正
し

く
し
、
「
道
徳
を
一
に
す
る
」
有
効
な
機
関
で
あ
っ
た
。
素
行
は
、
「
学
校

之
設
」
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
師
論
二
学
校
之
設
一
日
は
く
、
学
校
と
云
ふ
は
民
人
に
道
徳
を
教
へ

　
　
て
、
其
の
風
俗
を
正
す
の
所
を
定
む
る
事
也
。
学
も
校
も
と
も
に
を

　
　
し
ふ
る
の
字
心
に
し
て
、
則
ち
学
校
の
名
也
。
（
申
略
）
こ
こ
を
以

　
　
て
民
家
あ
っ
ま
り
て
其
の
数
あ
る
と
き
は
、
則
ち
其
の
村
庄
に
学
校

　
　
を
立
て
、
師
道
に
可
レ
然
も
の
を
択
ん
で
是
れ
を
つ
か
さ
ど
ら
し
め

　
　
て
、
民
の
農
工
商
の
暇
あ
る
の
時
、
及
び
其
の
子
弟
の
業
に
不
レ
付

　
　
の
間
、
こ
の
所
に
あ
っ
ま
り
て
人
倫
の
正
道
を
正
し
、
家
業
の
っ
と

　
　
む
べ
き
法
を
な
ら
ひ
、
其
の
天
徳
を
正
す
也
。
（
「
山
鹿
語
類
」
巻
七
、

　
　
全
五
、
三
一
上
二
二
頁
）

　
学
校
は
農
工
商
の
「
民
人
に
道
徳
を
教
へ
」
る
教
化
の
機
関
で
あ
る
と

い
う
。
素
行
は
武
士
も
含
め
た
「
四
民
と
も
に
学
校
を
立
て
て
教
へ
ざ
れ

ば
、
風
俗
邪
肺
に
し
て
、
申
国
に
居
て
え
び
す
の
如
く
、
人
に
し
て
禽
獣

に
不
レ
異
」
（
「
山
鹿
語
類
」
巻
七
、
全
五
、
三
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、

学
校
の
眼
目
が
農
工
商
の
三
民
の
教
化
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
「
学
校
之

設
」
が
、
「
山
鹿
語
類
」
に
お
け
る
三
民
統
治
の
「
君
道
」
の
一
項
目

「
治
教
」
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
三
民
教
化
の
た
め
の
学
校
は
、
「
教
化
」
の
機
関
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、

書
物
を
読
ん
だ
り
す
る
場
所
で
は
な
い
。
「
道
を
教
」
え
る
と
と
も
に
、

も
っ
と
実
用
的
な
「
業
」
を
習
わ
せ
る
機
関
で
あ
っ
た
。

　
　
学
校
と
云
ふ
は
、
学
問
を
教
へ
も
の
を
よ
み
な
ら
は
す
る
所
と
の
み

　
　
後
世
相
心
得
る
は
あ
や
ま
り
也
。
尤
も
学
術
を
立
て
ざ
れ
ば
道
学
に

　
　
可
レ
入
之
用
な
し
と
い
へ
ど
も
、
学
校
は
唯
だ
道
を
教
へ
業
を
な
ら

　
　
は
し
む
る
の
所
と
可
レ
知
也
。
道
を
教
へ
業
を
習
は
し
む
る
ゆ
ゑ
に
、

　
　
民
農
を
つ
と
め
射
を
学
ん
で
兵
民
と
な
る
に
用
あ
り
。
徳
行
道
芸
の
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す
ぐ
る
る
に
よ
つ
て
賞
せ
ら
れ
、
法
を
そ
む
く
に
お
い
て
刑
を
行
は

　
　
る
る
ゆ
ゑ
に
、
賞
罰
立
ち
て
勧
善
懲
悪
の
法
正
し
き
也
。
学
校
の
法

　
　
其
の
重
き
こ
と
可
レ
知
。
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
全
五
、
三
六
頁
）

　
素
行
は
こ
う
し
た
「
道
を
教
」
え
る
と
と
も
に
、
技
術
的
な
「
業
」
を

習
わ
せ
る
学
校
を
全
国
各
地
の
村
々
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
民

の
風
俗
を
画
一
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
仏
教
の
よ
う
な
「
異

端
の
説
」
も
行
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う
。

　
　
人
君
道
徳
を
一
に
し
て
、
上
は
百
官
を
正
し
、
下
は
万
民
を
教
へ
、

　
　
史
官
県
令
こ
と
ご
と
く
法
を
守
り
て
教
化
を
詳
に
し
、
所
々
に
学
所

　
　
を
ま
う
け
、
言
行
明
な
る
を
師
と
し
、
志
あ
る
は
云
ふ
に
不
レ
及
、

　
　
愚
民
凡
人
に
至
る
ま
で
、
閑
暇
あ
ら
ば
業
を
教
へ
道
徳
の
趣
向
を
糾

　
　
明
せ
し
め
ば
、
道
徳
に
志
あ
る
も
の
各
々
是
れ
に
親
し
ん
で
、
つ
ひ

　
　
に
は
教
化
広
か
ら
ん
。
教
化
能
く
熟
せ
ば
異
端
の
邪
説
誰
か
こ
れ
を

　
　
用
ひ
ん
や
。
不
レ
拒
し
て
異
見
を
や
め
、
不
レ
禁
し
て
異
端
さ
る
べ

　
　
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
全
五
、
二
四
頁
）

　
さ
ら
に
、
素
行
は
「
異
端
」
仏
教
を
抑
え
る
ば
か
り
か
、
寺
社
の
手
習

塾
（
寺
子
屋
）
を
学
校
に
転
用
し
よ
う
と
し
た
。

　
　
学
校
と
云
ふ
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
在
々
所
々
に
寺
社
多
く
、
一
里
一

　
　
郷
の
処
に
も
神
社
仏
閣
の
ま
う
け
な
き
は
あ
ら
ず
、
其
の
所
の
民
人

　
　
の
小
弟
必
ず
相
あ
つ
ま
り
て
手
習
ひ
物
学
ぶ
。
或
は
祭
礼
を
ま
う
け

　
　
て
衆
民
相
会
し
、
や
ぶ
さ
め
競
馬
の
こ
と
を
行
ひ
て
飲
酒
の
会
あ
り
、

　
　
こ
れ
所
の
明
神
氏
神
を
崇
敬
の
た
め
な
り
と
号
す
。
是
れ
等
の
事
を

　
　
案
ず
る
に
、
寺
社
を
改
め
学
校
と
し
、
僧
。
神
主
に
法
を
立
て
教
師

　
　
と
し
て
其
の
子
弟
を
教
化
し
、
冠
婚
祭
喪
等
の
大
礼
を
正
さ
し
め
五

　
　
倫
の
教
を
全
く
し
、
相
会
す
る
と
き
は
郷
飲
酒
の
礼
を
ま
う
く
る
こ

　
　
と
を
教
へ
、
神
事
あ
る
と
き
は
郷
射
の
礼
を
学
ば
し
め
、
其
の
取
行

　
　
ふ
こ
と
に
し
た
が
っ
て
自
然
と
教
化
せ
ば
、
何
ぞ
学
校
の
ま
う
け
教

　
　
化
の
広
き
こ
と
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
全
五
、
四

　
　
六
頁
）

　
素
行
は
当
代
に
、
寺
社
に
「
民
人
の
小
弟
必
ず
相
あ
つ
ま
り
て
手
習
ひ

物
学
ぶ
」
場
所
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
手
習
塾

（
寺
子
屋
）
だ
ろ
う
。
素
行
は
こ
れ
を
「
道
を
教
へ
業
を
な
ら
は
し
む
る

の
所
」
と
し
て
の
「
学
校
」
に
転
換
さ
せ
、
僧
侶
と
神
主
を
「
教
師
」
と

し
て
「
教
化
」
の
役
に
あ
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
「
教
化
」
の
内
容
と
い
え
ば
、
「
冠
婚
祭
喪
等
の
大
礼
を
正
さ
し

め
五
倫
の
教
を
全
く
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
文
字
や
学
問
を
教
え
る
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
素
行
は
当
代
の
寺
社
の
「
手
習
ひ
物
ま
な
ぶ
」
場
所

で
行
わ
れ
て
い
る
教
授
内
容
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
た
。

　
　
子
弟
皆
手
習
ひ
物
ま
な
ぶ
と
い
へ
ど
も
教
ふ
る
も
の
学
の
道
を
し
ら

　
　
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
唯
だ
往
来
の
文
を
い
と
な
み
日
記
帳
の
た
よ
り
と
の

　
　
み
な
り
て
、
世
教
治
道
の
助
と
な
り
風
俗
を
正
す
基
と
な
る
こ
と
な

し
。
或
は
源
恵
が
庭
訓
、
明
衡
が
往
来
等
の
俗
書
を
玩
ん
で
、
年
長

け
よ
は
ひ
さ
か
ん
な
る
ま
で
道
に
志
し
業
を
つ
と
む
る
に
志
あ
る
も

の
は
無
レ
之
、
や
ぶ
さ
め
競
馬
も
時
の
な
ぐ
さ
み
と
の
み
な
り
て
民

兵
の
設
な
し
。
世
太
平
に
属
す
る
こ
と
久
し
き
と
き
は
、
教
化
を
以

て
風
俗
を
正
さ
ざ
れ
ば
道
学
不
レ
全
也
。
閥
里
の
少
と
云
へ
ど
も
学
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校
の
ま
う
け
な
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
、
況
や
本
朝
に
お
い
て
を
や
。

　
　
譬
へ
ば
学
校
を
不
レ
設
と
も
、
所
々
の
民
の
を
さ
、
時
を
以
て
民
に

　
　
法
令
を
教
示
し
、
風
俗
を
正
し
礼
儀
を
詳
に
せ
ば
、
則
ち
是
れ
周
礼

　
　
郷
大
夫
・
州
長
・
党
正
・
族
師
・
問
骨
・
比
長
の
法
也
。
（
『
山
鹿
語

　
　
類
』
巻
七
、
全
五
、
四
六
～
四
七
頁
）

　
素
行
は
、
子
弟
に
手
習
を
通
し
て
往
来
物
、
消
息
文
を
学
ぶ
ば
か
り
で
、

「
学
の
道
」
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
現
状
を
批
判
す
る
。
素
行
に
と
っ
て
、

学
校
は
「
手
習
ひ
物
ま
な
ぶ
」
場
で
は
な
く
、
「
世
教
治
道
の
助
と
な
り

風
俗
を
正
す
基
と
な
る
」
教
化
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
た
と
え
学
校

を
設
け
な
く
て
も
、
名
主
・
庄
屋
ら
の
「
民
の
を
さ
」
が
「
時
を
以
て
民

に
法
令
を
教
示
し
、
風
俗
を
正
し
礼
儀
を
詳
」
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ

の
機
能
を
果
す
こ
と
に
な
る
と
説
い
て
い
る
の
は
、
「
子
弟
」
の
「
手
習

ひ
」
教
育
よ
り
も
、
風
俗
教
化
に
眼
目
が
あ
っ
た
こ
と
を
端
無
く
も
あ
ら

わ
し
て
い
た
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
よ
う
に
素
行
が
手
習
塾
（
寺
子
屋
）

の
「
世
教
治
道
」
へ
の
機
能
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
江
戸
幕
府
が
江

戸
府
内
の
寺
子
屋
に
干
渉
と
保
護
を
加
え
は
じ
め
た
の
が
、
八
代
将
軍
吉

宗
の
こ
ろ
だ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
き
、
そ
の
先
見
性
は
評
価
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
学
校
が
三
民
教
化
の
機
関
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
武
土
に

た
い
し
て
、
素
行
は
い
か
な
る
学
校
を
構
想
し
て
い
た
の
だ
ろ
か
。
周
知

の
よ
う
に
、
素
行
は
三
民
の
「
師
」
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
二
八
全
七
、
一

一
頁
）
と
し
て
の
武
土
の
生
き
方
を
求
め
て
い
た
。
た
だ
し
、
学
校
は
そ

の
武
士
を
教
化
す
る
機
関
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
『
山
鹿
語
類
』
の
な
か
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
凡
そ
古
之
王

者
建
レ
国
君
レ
民
、
教
学
為
レ
先
（
学
記
）
と
い
へ
り
。
四
民
と
も
に
学

校
を
立
て
て
教
へ
ざ
れ
ば
、
風
俗
邪
肺
に
し
て
、
中
国
に
居
て
え
び
す
の

如
く
、
人
に
し
て
禽
獣
に
不
レ
異
」
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
七
、
全
五
、
三
三

頁
）
と
、
士
農
工
商
の
四
民
の
学
校
の
存
在
を
説
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
『
礼
記
』
の
な
か
の
古
代
中
国
の
学
校
を
紹
介
し
た

ま
で
で
、
こ
れ
を
当
時
の
武
士
た
ち
に
適
用
し
ょ
う
と
し
た
と
は
必
ず
し

も
い
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
素
行
の
求
め
る
武
士
の
学
問
も
、
三
民
同

様
に
、
読
書
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
素
行
に
と
っ
て
、
読
書
は
余

力
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
師
１
　
て
日
は
く
、
人
君
は
読
書
を
以
て
学
問
と
す
る
事
有
り
、
是
れ

　
　
に
其
の
思
入
の
た
が
ふ
処
あ
る
こ
と
也
。
読
書
と
云
へ
る
こ
と
は
已

　
　
前
に
は
無
レ
之
こ
と
な
り
。
孔
子
門
人
に
し
め
し
玉
ふ
に
も
、
我
れ

　
　
汝
に
か
く
す
事
な
し
と
云
ふ
事
を
以
て
す
。
読
書
を
専
ら
と
せ
よ
と

　
　
云
へ
る
戒
な
し
。
今
日
日
用
の
上
に
お
い
て
、
時
々
の
工
夫
間
断
な

　
　
く
、
そ
れ
く
に
相
応
す
る
処
を
究
理
せ
し
む
る
、
是
れ
を
学
問
と

　
　
云
ふ
べ
き
な
り
。
学
問
し
て
究
理
い
た
し
が
た
き
処
を
、
古
人
言
行

　
　
に
比
興
し
聖
賢
の
致
せ
し
こ
と
に
た
よ
っ
て
其
の
理
を
究
む
る
、
是

　
　
れ
を
読
書
と
云
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
行
有
二
余
力
I
以
学
レ
文
と
い
へ

　
　
り
。
学
と
云
ふ
は
、
事
々
物
々
の
上
を
よ
く
究
理
せ
し
め
、
其
の
至

　
　
善
に
叶
は
ん
ず
る
道
を
糾
明
し
て
、
人
に
尋
ね
心
に
工
夫
す
る
こ
と

　
　
な
り
、
必
ず
し
も
書
を
よ
む
を
の
み
云
へ
る
に
あ
ら
ず
。
当
時
国
郡

　
　
を
領
す
る
の
人
君
、
学
問
を
ば
不
レ
勤
し
て
読
書
を
専
ら
と
す
、
故
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に
是
レ
古
非
レ
今
、
時
代
に
相
応
せ
ざ
る
治
法
を
空
談
し
て
、
人
々

　
　
を
評
す
る
に
聖
賢
を
以
て
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
向
高
慢
に
お
ち
入
る
。

　
　
た
と
へ
ば
天
竺
。
南
蛮
の
物
語
を
覚
え
て
本
朝
の
日
用
を
し
ら
ざ
る

　
　
が
ご
と
く
、
異
朝
の
大
博
学
人
を
つ
れ
て
来
て
君
と
し
主
と
し
置
き

　
　
け
ん
に
こ
と
な
ら
ず
、
云
ふ
所
は
理
あ
る
に
似
て
、
時
に
取
り
て
今

　
　
日
の
用
た
ら
ざ
る
也
。
（
『
山
鹿
語
類
』
巻
一
二
全
五
、
四
二
〇
～

　
　
四
二
I
頁
）

　
読
書
を
す
る
だ
け
の
学
校
で
あ
れ
ば
、
必
要
は
な
い
と
い
う
認
識
が
あ

る
の
で
あ
る
。
読
書
を
余
力
と
す
る
認
識
の
う
え
で
、
素
行
は
、
三
民
に

た
い
し
て
は
、
「
道
を
教
へ
業
を
習
は
し
む
る
」
教
化
機
関
と
し
て
の
学

校
を
構
想
し
て
い
た
が
、
武
士
に
向
け
て
の
学
校
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
素
行
が
臣
下
の
「
教
戒
」
を
述
べ
て
、

学
校
よ
り
は
、
「
家
」
で
の
教
育
を
重
点
に
お
い
て
い
た
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。

　
　
上
古
は
皆
学
校
に
お
い
て
是
れ
を
教
ふ
と
い
へ
ど
も
、
異
朝
の
学
校

　
　
も
名
斗
り
に
て
、
唯
だ
文
学
詩
賦
の
沙
汰
の
み
な
れ
ば
、
是
れ
を
教

　
　
戒
と
は
云
ひ
が
た
し
。
教
戒
あ
ら
ざ
れ
ば
、
文
学
皆
身
の
修
に
お
い

　
　
て
害
と
な
れ
る
な
り
。
然
れ
ば
大
臣
の
子
弟
家
に
居
て
閑
暇
多
き
の

　
　
類
、
皆
其
の
父
兄
家
法
を
立
て
て
、
其
の
子
弟
の
人
と
な
り
立
つ
如

　
　
く
可
レ
致
也
。
（
申
略
）
士
農
工
商
各
々
そ
れ
ぞ
れ
に
随
つ
い
て
家

　
　
法
作
法
の
教
戒
詳
な
る
と
き
は
、
人
如
何
ぞ
悪
に
陥
ら
ん
や
。
（
「
山

　
　
鹿
語
類
」
巻
四
、
全
四
、
二
四
七
～
二
四
八
頁
）

　
素
行
は
「
異
朝
の
学
校
」
が
「
文
学
詩
賦
の
沙
汰
」
ば
か
り
で
「
名
斗

り
」
で
あ
る
と
非
難
し
て
、
か
え
っ
て
「
身
の
修
」
に
害
が
あ
る
と
い
う
。

修
身
は
、
「
家
に
居
て
閑
暇
多
き
の
類
」
の
よ
う
な
「
大
臣
の
子
弟
」
は
、

「
父
兄
家
法
」
を
立
て
て
、
「
人
と
な
り
立
つ
」
よ
う
な
「
家
法
作
法
の
教

戒
」
が
望
ま
し
い
。
特
別
に
学
校
と
い
う
教
育
機
関
を
設
け
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
家
庭
で
の
教
育
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
素
行
が
武
士
の
家
庭
教
育
を
重
ん
じ
、
特
別
な
学
校
を
説

い
て
い
な
い
理
由
は
、
武
士
は
自
ら
「
職
分
」
意
識
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
ら
律
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
素
行
に
よ
れ
ば
、
農
工
商
の
三
民
は
道
徳
的
な
自
発
性
を
期
待
で

き
な
い
が
、
武
士
は
自
ら
「
職
分
」
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳

的
な
生
き
方
を
意
志
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
そ
う
し
た

意
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
者
が
武
士
だ
と
い
え
る
。
武
土
は
、
日
常
生

活
の
別
次
元
の
学
校
な
ど
に
行
か
な
く
て
も
、
家
庭
の
な
か
で
自
ら
道
徳

的
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
見
た
日
常
生
活
を
律
す
る
「
い
が
た
」

を
学
び
、
自
己
の
価
値
観
や
感
情
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
意
志
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
武
士
に
は
で
き
る
、
と
素
行
は
考
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
農
工
商
の
三
民
は
生
産
や
流
通
の
活
動
に
精
一
杯

で
あ
っ
て
、
余
暇
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
を
自
ら
律
し
て
自
己

統
御
で
き
な
い
三
民
に
た
い
し
て
、
「
い
が
た
」
の
な
か
に
流
し
こ
み

「
道
徳
」
と
「
業
」
を
教
化
す
る
機
関
が
、
素
行
の
構
想
す
る
学
校
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
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熊
沢
蕃
山
は
陽
明
学
者
中
江
藤
樹
に
学
び
、
池
田
光
政
の
岡
山
藩
に
仕

え
、
藩
政
に
も
関
与
し
た
江
戸
時
前
期
の
特
異
な
思
想
家
で
あ
る
。
彼
の

政
治
論
は
人
情
事
変
論
や
武
土
土
着
論
が
有
名
で
あ
る
が
、
学
校
論
は
そ

の
な
か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

　
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
学
校
は
政
治
の
な
か
で
最
も
大
事
な
も
の
で
、
古
代

の
理
想
世
界
に
は
存
在
し
て
い
た
が
、
当
代
、
す
で
に
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
認
識
を
蕃
山
は
若
い
と
き
か
ら
も
っ
て
い
た
。

蕃
山
の
初
期
の
文
章
を
集
め
た
「
息
游
先
生
初
年
倭
文
」
に
は
、
「
学
校

の
政
」
に
関
す
る
言
説
が
あ
る
。

　
　
世
の
治
乱
は
人
心
の
邪
正
に
よ
る
。
人
心
の
邪
正
は
慣
の
美
悪
に
よ

　
　
れ
り
。
然
故
に
賢
王
の
世
を
治
給
ふ
に
は
学
校
の
政
を
先
と
し
て
、

　
　
人
の
心
を
正
し
く
し
給
へ
り
。
学
校
の
政
絶
て
習
あ
し
く
、
風
邪
け

　
　
が
れ
た
る
末
の
世
な
れ
ど
も
、
頼
む
所
は
良
知
の
月
い
ま
だ
地
に
堕

　
　
ず
し
て
人
に
有
。
（
「
息
游
先
生
初
年
倭
文
」
巻
下
、
全
五
、
三
八
頁
）

　
こ
う
し
た
「
学
校
の
政
を
先
」
と
す
る
認
識
は
、
蕃
山
の
経
世
論
の
書

「
大
学
或
問
」
（
一
六
八
六
年
）
に
お
い
て
も
変
わ
り
な
い
。
そ
こ
に
は
、

武
士
の
土
着
論
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
政
の

第
二
と
す
る
「
学
校
の
政
の
事
」
と
い
う
一
条
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か

で
、
蕃
山
は
「
学
校
は
文
学
の
所
な
り
。
政
と
い
へ
る
は
何
ぞ
や
」
と
問

い
か
け
て
、
「
学
校
の
政
」
で
あ
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
　
云
。
学
校
は
人
道
を
教
る
所
也
。
治
国
・
平
天
下
は
、
心
を
正
し
く

　
　
す
る
を
本
と
す
。
是
政
の
第
一
な
り
。
其
上
大
君
、
諸
侯
を
親
し
み

　
　
給
ひ
、
父
子
の
ご
と
く
兄
弟
の
ご
と
く
心
服
す
る
は
、
学
校
あ
る
に

　
　
よ
っ
て
な
り
。
学
校
の
師
は
、
徳
あ
り
て
理
に
く
ら
か
ら
ざ
る
人
を

　
　
司
と
す
。
博
文
達
才
の
者
、
其
下
に
附
て
経
文
を
講
明
す
。
大
君
、

　
　
老
臣
・
諸
侯
・
上
士
・
中
士
を
ひ
き
ゐ
て
議
論
講
習
す
。
大
君
の
道

　
　
徳
に
親
切
な
る
一
言
、
他
の
千
言
万
語
よ
り
も
ま
さ
り
て
、
諸
侯
・

　
　
諸
士
の
心
志
を
感
動
す
。
諸
国
に
伝
へ
て
、
衆
の
固
有
の
善
心
を
感

　
　
発
す
。
徳
の
流
行
、
置
郵
し
て
命
を
伝
ふ
る
よ
り
速
也
。
（
「
大
学
或

　
　
問
」
下
冊
、
四
五
二
頁
）

　
学
校
が
た
ん
な
る
「
文
学
」
＝
学
問
の
場
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
人

道
を
教
る
所
」
で
あ
る
と
す
る
。
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
「
治
国
・
平
天
下
は
、

心
を
正
し
く
す
る
を
本
と
す
」
る
の
だ
か
ら
、
「
人
道
を
教
る
所
」
で
あ

る
学
校
を
設
け
る
こ
と
は
、
最
優
先
の
政
策
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
今
の
時
に
当
て
大
道
を
お
こ
さ
ん
も
の
は
、
学
校
の
政
を
先
に
し
て
、

　
　
人
々
固
有
の
道
徳
を
し
ら
し
め
、
道
理
を
弁
へ
し
む
べ
し
。
（
「
集
義

　
　
和
書
」
巻
五
、
一
六
七
二
年
初
版
、
九
九
頁
）

　
「
人
々
固
有
の
道
徳
」
を
知
ら
し
め
「
道
理
を
弁
」
え
さ
せ
る
こ
と
、

こ
れ
が
「
学
校
の
政
」
の
目
的
で
あ
る
。
素
行
が
民
の
道
徳
性
実
現
の
非

現
実
性
を
説
い
て
、
「
道
徳
を
一
に
し
て
」
風
俗
を
画
一
化
す
る
た
め
の

教
化
機
関
と
し
て
学
校
を
位
置
づ
け
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
「
先
学
校

の
政
を
以
て
是
非
善
悪
を
弁
ふ
る
知
を
ひ
ら
き
て
、
恥
を
し
る
の
義
を
勧

む
べ
し
」
（
『
集
義
和
書
』
巻
五
、
九
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
蕃
山
に
と

っ
て
学
校
は
、
一
人
ひ
と
り
の
先
天
的
な
「
固
有
の
道
徳
」
「
是
非
善
悪
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を
弁
ふ
る
知
」
を
発
現
さ
せ
る
機
関
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
素
行
の
学
校
が
三
民
教
化
の
た
め
の
機
関
で

あ
っ
た
こ
と
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
蕃
山
の
学
校
が
政
治
を
担
う
武
士
の

教
育
機
関
で
あ
る
う
え
に
、
と
く
に
そ
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
大
君
」
を
教

育
す
る
た
め
の
機
関
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
「
大
君
」
、
す
な
わ
ち
、
徳
川
将

軍
が
学
校
の
中
心
と
な
っ
て
、
学
校
の
場
で
「
老
臣
・
諸
侯
・
上
士
・
中

士
を
ひ
き
ゐ
て
議
論
講
習
」
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
議
論
講
習
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
で
見
る
こ
と
に
し
て
、

ま
ず
、
学
校
の
中
心
が
「
大
君
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。
中

央
の
「
大
学
校
」
の
役
割
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
大
学
校
は
公
侯
卿
大
夫
土
の
子
庶
人
の
子
の
、
秀
才
を
教
る
所
と
い

　
　
へ
ど
も
、
第
一
は
王
侯
の
子
を
教
る
所
也
。
王
侯
の
子
道
な
く
て
は

　
　
衆
人
の
道
学
益
す
く
な
し
。
王
侯
の
子
の
知
を
み
が
く
所
は
学
校
也
。

　
　
（
『
孝
経
外
伝
或
問
』
巻
一
之
下
、
全
三
、
九
三
頁
）

　
第
一
義
的
に
大
学
校
は
「
王
侯
の
子
」
を
教
え
、
「
王
侯
の
子
の
知
」

を
磨
く
場
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

「
公
侯
卿
大
夫
土
の
子
庶
人
の
子
」
の
「
秀
才
」
と
と
も
に
、
学
び
合
う

の
で
あ
る
。
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
「
書
を
読
み
講
を
き
く
こ
と
も
、
何
方
に

て
も
成
事
な
れ
ど
も
、
其
分
に
て
は
用
を
な
さ
」
い
と
い
う
。

　
　
書
を
読
み
講
を
き
く
こ
と
も
、
何
方
に
て
も
成
事
な
れ
ど
も
、
其
分

　
　
に
て
は
用
を
な
さ
ず
。
い
に
し
へ
は
天
子
の
御
子
達
と
い
へ
ど
も
、

　
　
生
れ
な
が
ら
東
宮
に
そ
な
は
り
給
ふ
事
な
し
。
公
侯
の
子
も
世
子
の

　
　
定
な
し
。
況
や
卿
大
夫
を
や
。
学
校
に
て
は
士
庶
人
の
子
と
共
に
文

　
　
字
を
共
に
し
、
共
に
礼
楽
弓
馬
を
共
に
し
、
成
人
に
し
た
が
ひ
て
親

　
　
み
ふ
か
け
れ
ば
、
下
に
居
て
は
知
ら
ざ
る
上
の
事
を
知
、
上
に
居
て

　
　
は
し
ら
ざ
る
下
の
人
情
事
変
を
知
、
た
が
ひ
に
益
を
と
り
人
が
ら
を

　
　
も
よ
く
し
り
、
い
に
し
へ
は
王
侯
の
子
と
い
へ
ど
も
、
愚
不
肖
に
て

　
　
君
子
の
相
な
き
は
庶
人
に
下
す
作
法
也
。
況
や
卿
大
夫
を
や
。
（
「
孝

　
　
経
外
伝
或
問
」
巻
一
之
下
、
全
三
、
九
三
頁
）

　
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
書
物
を
読
み
、
「
講
を
き
く
」
こ
と
は
ど
こ
で
も
で

き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
効
果
が
な
い
と
い
う
。
「
天
子
の
御
子
達
」

「
公
侯
の
子
」
で
あ
っ
て
も
、
「
士
庶
人
の
子
と
共
に
」
、
「
礼
楽
弓
馬
」
と

い
う
文
武
を
学
ぶ
か
ら
こ
そ
、
「
成
人
」
に
な
る
に
つ
れ
て
親
し
み
も
深

ま
り
、
下
情
に
通
ず
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
見

た
素
行
で
は
、
学
校
は
「
文
学
詩
賦
の
沙
汰
」
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、

「
大
臣
の
子
弟
家
に
居
」
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
な
か
で
個
々
人
で
学

ぶ
べ
き
だ
と
さ
れ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
学
校
は
「
士
庶
人
の
子
と
共

に
」
、
「
王
侯
の
子
の
知
を
み
が
く
所
」
だ
と
説
い
て
、
集
団
学
習
の
教
育

的
効
果
を
認
め
た
蕃
山
の
考
え
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
江
戸
後
期
に
な
る
と
、
全
国
各
地
の
藩
に
藩
校
が
で
き

る
が
、
そ
こ
で
は
藩
士
教
育
の
場
と
し
て
、
藩
士
の
人
材
育
成
を
目
指
し

て
い
た
。
こ
の
な
か
で
、
藩
主
と
藩
土
が
一
緒
に
な
っ
て
、
学
び
合
う
よ

う
な
藩
校
は
な
か
っ
た
（
そ
の
構
想
は
、
広
瀬
淡
窓
の
「
迂
言
」
に
出
て

い
る
）
。
そ
の
難
し
さ
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
強
固
な
世
襲
制
度
と
そ
れ

を
秩
序
づ
け
る
身
分
格
式
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
て
い
た
、
武
士
の
日

常
生
活
に
起
因
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
蕃
山
の
学
校
構
想
の
前
提
と
な
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つ
て
い
た
の
は
、
そ
う
し
た
世
襲
制
度
の
な
い
、
理
想
化
さ
れ
た
非
日
常

的
な
「
中
華
」
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
君
主
は
必
ず
し
も
世
襲
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
『
大
学
』
の
三
綱
領
の
一
つ
「
在
親
民
（
ひ
と
を
し

た
し
む
に
あ
り
）
」
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
民
は
人
也
。
無
レ
位
者
を
民
と
云
。
位
は
人
の
命
ず
る
者
也
。
生
れ

　
　
出
た
る
所
は
貴
賤
と
も
に
皆
天
民
也
。
い
に
し
へ
は
皇
子
と
い
へ
ど

　
　
も
、
生
れ
な
が
ら
官
位
な
し
。
凡
人
と
同
じ
く
学
校
に
人
て
学
び
給

　
　
へ
り
。
人
情
事
変
に
通
じ
て
、
治
体
を
知
給
は
ん
が
為
也
。
故
に
民

　
　
の
字
、
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
の
五
倫
を
兼
て
い
へ
り
。
（
「
大
学

　
　
小
解
」
、
全
三
、
一
八
二
頁
）

　
生
れ
た
時
は
人
は
み
な
、
「
官
位
」
な
ど
な
く
、
「
無
レ
位
」
の
「
民
」

で
あ
る
。
「
官
位
」
は
後
天
的
に
人
が
「
命
ず
る
者
」
で
あ
っ
て
、
も
と

も
と
「
生
れ
出
た
る
所
は
貴
賤
と
も
に
皆
天
民
」
で
あ
る
と
い
う
。
「
皇

子
」
と
い
っ
て
も
、
生
ま
れ
つ
き
の
「
官
位
」
は
な
く
、
「
凡
人
」
と
一

緒
に
学
校
に
入
っ
て
学
ぶ
の
だ
と
い
う
。

　
蕃
山
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
「
王
侯
の
子
」
で
あ
っ
て
も
、
「
愚
不
肖
」

で
「
君
子
の
相
な
き
」
者
は
「
庶
人
」
に
下
す
の
が
「
作
法
」
だ
と
も
い

う
。
こ
の
よ
う
な
世
襲
を
認
め
な
い
言
説
は
さ
す
が
に
過
激
で
あ
っ
た
の

か
、
蕃
山
は
反
論
を
予
想
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
問
、
王
侯
の
御
子
達
君
子
の
相
な
き
と
て
、
庶
人
に
下
す
事
は
さ
な

　
　
け
な
く
、
其
身
も
難
儀
な
る
事
に
あ
ら
ず
や
。
云
、
し
か
ら
ず
。
い

　
　
づ
れ
か
天
子
と
成
、
い
づ
れ
か
諸
侯
と
成
、
卿
大
夫
士
庶
人
と
成
給

　
　
は
ん
、
し
れ
ざ
る
事
な
れ
ば
、
生
給
よ
り
か
ろ
く
そ
だ
て
、
学
校
に

　
　
入
て
か
ろ
き
住
居
も
迷
惑
な
ら
ざ
る
や
う
に
な
ら
は
し
給
な
り
。
庶

　
　
人
に
下
り
て
も
、
庶
人
な
み
の
位
に
て
民
間
に
住
ば
か
り
也
。
其
身

　
　
一
代
は
な
ら
は
ぬ
わ
ざ
を
も
す
る
に
も
あ
ら
ず
。
其
子
よ
り
は
民
間

　
　
の
そ
だ
ち
に
て
、
民
の
子
と
共
に
あ
そ
び
。
し
ら
ず
く
如
レ
此
も

　
　
の
と
思
ひ
て
其
業
に
入
也
。
王
侯
の
子
な
れ
ば
二
三
代
四
五
代
は
富

　
　
有
に
て
、
庶
人
の
中
に
居
ば
か
り
也
。
瞥
隈
も
黄
帝
よ
り
四
五
代
の

　
　
孫
な
れ
ば
、
庶
人
に
は
く
だ
り
た
れ
ど
も
、
富
有
な
り
し
と
い
へ
り
。

　
　
民
間
よ
り
仕
官
に
出
て
帰
郷
し
た
る
も
の
畠
ﾆ
狽
な
る
が
ご
と

　
　
し
。
（
「
孝
経
外
伝
或
問
」
巻
一
之
下
、
全
三
、
九
四
頁
）

　
誰
が
「
天
子
」
と
な
り
、
「
諸
侯
」
と
な
り
、
「
卿
大
夫
士
庶
人
」
と
な

る
か
は
、
生
ま
れ
つ
き
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
蕃
山
は
、
「
大

学
或
問
」
の
な
か
で
、
「
才
徳
其
位
に
叶
は
ず
し
て
、
代
々
大
禄
を
受
る

事
は
、
天
の
廃
す
る
所
な
り
」
（
上
冊
、
四
コ
ー
頁
）
と
、
世
襲
制
度
を

批
判
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
「
士
」
と
し
て
の
対
等
性
の
主
張
が
あ
る
。

　
　
士
と
い
ふ
も
の
は
、
小
身
に
て
徳
行
の
ひ
ろ
き
も
の
な
れ
ば
、
上
下

　
　
通
用
の
位
に
て
、
上
は
天
子
・
諸
侯
・
卿
・
大
夫
の
師
と
成
、
下
は

　
　
農
・
工
。
商
を
教
へ
治
る
も
の
に
て
、
秀
れ
ば
諸
侯
・
公
卿
と
も
な

　
　
り
、
く
だ
れ
ば
庶
人
と
も
な
り
、
才
徳
あ
り
な
が
ら
隠
居
し
て
庶
人

　
　
と
同
じ
く
居
を
処
土
と
い
へ
り
。
大
道
を
任
じ
て
志
大
な
る
も
の
は

　
　
士
な
り
。
公
卿
。
諸
侯
の
本
地
な
る
故
に
、
賢
な
れ
ば
公
卿
・
諸
侯

　
　
も
く
だ
っ
て
士
を
敬
し
給
ぬ
。
（
『
集
義
和
書
』
巻
八
、
一
四
六
頁
）

　
「
士
」
は
「
天
子
。
諸
侯
」
の
「
師
」
に
成
り
う
る
一
方
で
、
「
庶
人
」

に
も
下
り
う
る
「
上
下
通
用
の
位
」
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
申
間
者
と
し
て
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対
等
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
蕃
山
に
お
い
て
は
、
「
天

子
・
諸
侯
・
卿
・
大
夫
」
か
ら
「
農
・
工
・
商
」
の
「
庶
人
」
に
い
た
る

ま
で
、
み
な
「
兄
弟
」
で
あ
っ
た
。

　
　
王
者
は
天
を
父
と
し
、
地
を
母
と
す
、
故
に
天
子
と
い
へ
り
。
公
侯

　
　
伯
子
男
附
庸
の
国
卿
大
夫
士
は
不
レ
及
レ
言
、
農
工
商
の
庶
人
無
告

　
　
の
者
ま
で
も
皆
兄
弟
也
。
（
『
孝
経
外
伝
或
問
』
巻
一
之
上
、
全
集
三
。

　
　
六
七
頁
）

　
蕃
山
は
こ
う
し
た
平
等
観
を
も
と
に
、
「
天
子
の
御
子
達
」
「
公
侯
の
子
」

で
あ
っ
て
も
、
「
士
庶
人
の
子
と
共
に
」
学
び
合
う
集
団
学
習
を
説
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
蕃
山
に
と
っ
て
学
校
は
、
「
大
君
」
ト
ッ
プ
を
含
め
た

「
士
」
と
し
て
の
武
士
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

蕃
山
に
よ
れ
ば
、
「
武
士
の
子
は
八
・
九
歳
よ
り
学
に
入
て
、
其
子
の
成

易
き
事
よ
り
を
し
へ
」
、
「
手
習
ひ
」
、
「
父
兄
・
長
者
・
賓
客
の
前
へ
出
る

礼
容
、
陪
膳
・
給
仕
・
進
退
。
左
右
・
送
迎
・
う
け
こ
た
へ
な
ど
の
」
礼

を
学
び
、
一
一
。
コ
ー
歳
か
ら
は
経
伝
を
読
み
、
一
三
・
一
四
歳
か
ら
は

「
礼
の
大
な
る
」
を
教
え
る
。
ま
た
同
時
に
、
八
・
九
歳
、
一
一
・
コ
ー

歳
の
子
に
は
、
「
笛
。
篳
篥
・
笙
の
譜
を
唱
」
え
さ
せ
、
音
楽
を
学
ば
さ

せ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
一
四
・
一
五
歳
か
ら
は
弓
馬
を
教
え
、
三
〇
歳
ま

で
文
武
を
学
ば
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
の
な
か
で
、
「
弓
矢
・
鞍
・

鐙
の
請
取
・
渡
・
披
露
等
品
々
あ
る
べ
し
。
七
五
三
・
五
々
三
等
客
と
な

り
陪
膳
と
成
て
、
か
は
る
が
は
る
習
ふ
べ
し
」
（
『
大
学
或
間
』
下
冊
、
四

五
三
頁
）
と
、
協
同
実
演
を
行
う
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
こ
の
点
、
石
川

謙
は
、
蕃
山
が
「
共
同
学
習
の
教
育
的
効
果
を
夙
に
認
め
て
ゐ
た
」
と
評

価
し
て
い
る
。
こ
の
教
育
の
結
果
、
「
士
文
武
に
達
し
、
国
用
・
軍
用
に

備
」
は
り
、
「
そ
の
中
道
徳
に
通
ず
る
人
」
や
「
才
能
秀
る
も
の
」
も
出

て
く
る
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
、
「
学
校
は
英
才
を
あ
つ
め
て
、
其
人
が

ら
を
知
べ
き
と
こ
ろ
也
」
（
『
孝
経
外
伝
或
問
』
巻
一
之
上
、
全
三
、
六
九

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
学
校
は
臣
下
の
「
人
が
ら
」
を
見
極
め
、
選
抜
す

る
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
英
才
」
た
ち
が
集
ま
る
学
校
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、

「
大
君
」
が
自
ら
率
先
し
て
「
老
臣
」
以
下
の
者
た
ち
と
「
議
論
講
習
」

す
る
よ
う
な
場
だ
っ
た
。
そ
こ
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
一
方
向
的
な
「
講

釈
」
の
場
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
学
を
講
ず
る
は
、
当
時
講
釈
な
ど
す
る
ご
と
き
事
に
は
あ
ら
ず
。
今

　
　
の
講
釈
も
講
の
一
端
也
。
博
学
審
問
慎
思
明
弁
は
講
学
の
要
也
。
義

　
　
を
聞
て
よ
く
う
つ
り
、
過
を
知
て
速
に
改
る
は
修
身
の
急
務
也
。

　
　
（
『
論
語
小
解
』
述
而
第
七
、
全
四
、
八
九
頁
）

　
こ
の
「
講
学
」
の
場
と
は
、
『
集
義
和
書
』
の
な
か
で
説
か
れ
る
、
「
土
」

の
対
等
性
を
前
提
と
し
た
「
心
友
」
同
士
の
「
議
論
」
と
重
な
っ
て
い
る
。

　
　
我
等
、
道
徳
の
議
論
を
し
て
あ
そ
び
候
心
友
も
、
又
か
く
の
ご
と
し
。

　
　
心
友
な
る
が
故
に
、
た
が
ひ
に
貴
賤
を
ば
忘
る
ゝ
事
に
候
。
全
く
師

　
　
と
不
レ
存
、
弟
子
に
も
な
く
候
。
（
『
集
義
和
書
』
巻
二
、
三
九
頁
）
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徳
と
年
と
位
と
の
三
を
天
下
の
達
徳
と
い
ふ
。
朝
庭
に
し
て
上
下
の

　
　
礼
あ
る
所
に
て
は
位
を
尊
び
、
常
の
交
に
は
年
を
尊
び
、
世
を
た
す

　
　
け
人
に
長
た
る
の
道
に
を
い
て
は
徳
を
尊
ぶ
。
公
・
侯
は
士
の
賢
を

　
　
う
や
ま
ひ
給
ひ
、
士
は
公
・
侯
の
位
を
う
や
ま
ひ
、
た
が
ひ
に
相
敬

　
　
す
る
の
義
な
り
。
志
同
し
て
心
を
友
と
す
る
時
は
、
双
方
の
尊
卑
相

　
　
忘
る
義
も
あ
り
。
（
『
集
義
和
書
』
巻
八
、
一
四
六
頁
）

　
師
と
弟
子
の
関
係
で
は
な
く
、
「
道
徳
の
議
論
を
し
て
あ
そ
び
候
心
友
」

同
士
の
関
係
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
心
友
」
の
「
議
論
講
習
」
は
、
た
ん

に
経
書
を
読
み
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
者
相
互
の
道
徳
的
な
修
養
の

場
で
も
あ
っ
た
。

　
　
今
の
理
を
窮
と
云
は
、
書
の
上
に
て
、
文
に
即
て
講
明
し
、
或
は
空

　
　
談
に
議
論
す
。
こ
れ
物
に
即
て
理
を
窮
る
に
あ
ら
ず
、
文
を
以
友
を

　
　
会
す
る
と
い
ふ
も
の
に
て
、
友
を
以
て
仁
を
輔
る
に
は
い
た
ら
ず
。

　
　
仁
を
輔
る
と
云
は
、
父
子
の
親
・
君
臣
の
義
・
夫
婦
の
別
・
長
幼
の

　
　
序
・
朋
友
の
信
に
お
い
て
、
過
る
を
磨
し
不
レ
足
を
補
ひ
、
互
に
過

　
　
ち
を
告
て
相
輔
る
も
の
な
る
に
、
今
の
学
者
は
過
を
聞
こ
と
を
い
と

　
　
ひ
、
至
情
を
云
者
を
に
く
め
ば
、
即
レ
物
窮
二
其
理
一
の
実
を
失
へ

　
　
り
。
し
か
ら
ば
、
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
大
間
な
り
と

　
　
云
と
も
、
何
の
益
か
あ
ら
む
。
（
『
集
義
和
書
』
巻
九
、
一
五
九
頁
）

　
対
等
な
「
友
を
以
て
仁
を
輔
る
と
云
は
、
父
子
の
親
・
君
臣
の
義
・
夫

婦
の
別
・
長
幼
の
序
。
朋
友
の
信
に
お
い
て
、
過
る
を
磨
し
不
レ
足
を
補

ひ
、
互
に
過
ち
を
告
て
相
輔
る
も
の
な
る
」
、
お
互
い
に
道
徳
的
な
修
養

を
す
る
場
が
、
「
議
論
講
習
」
「
議
論
講
明
」
の
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
中
庸
』
の
「
君
子
尊
二
徳
性
一
而
道
二
問
学
こ
を
解
し
て
、
蕃

山
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
道
間
学
は
経
伝
を
講
明
し
道
徳
を
議
論
し
、
師
に
学
び
友
に
格
し
、

過
を
き
、
、
非
を
改
め
、
善
を
な
し
、
義
に
進
み
、
礼
楽
弓
馬
書

　
　
数
等
の
芸
に
游
び
、
日
々
に
新
に
す
る
の
学
な
り
。
今
は
よ
き
師
友

　
　
ま
れ
な
れ
ば
、
聖
経
賢
伝
を
読
て
文
義
を
解
し
理
に
通
じ
、
含
蓄
の

　
　
意
を
吟
詠
し
て
、
古
人
を
師
友
と
す
る
を
問
学
の
要
と
す
る
也
。
文

　
　
義
の
通
ぜ
ざ
る
所
、
故
事
の
し
れ
ざ
る
な
ど
は
道
を
不
知
と
も
文
学

　
あ
る
人
に
た
づ
ね
学
ぶ
べ
し
。
聖
人
に
は
常
の
師
な
し
と
て
、
我
よ

　
　
り
先
に
学
び
た
る
人
を
ば
皆
師
と
し
問
給
ふ
な
り
。
（
『
中
庸
申
解
』

　
　
下
、
全
三
、
三
四
八
頁
）

　
も
と
も
と
、
経
書
を
読
む
こ
と
は
目
標
と
し
て
の
聖
人
を
学
び
、
道
徳

的
に
完
璧
な
人
格
で
あ
る
聖
人
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
だ
か

ら
、
修
養
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
不
思
議
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
で
は
、

何
か
特
徴
的
な
の
か
。
そ
れ
は
、
「
師
に
学
び
友
に
格
し
、
過
を
き
～

非
を
改
め
、
善
を
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
独
り
で
の
読
書
・
道
徳
的
修

養
で
は
な
く
、
集
団
で
の
そ
れ
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
お
互
い
で
、
悪
い
と
こ
ろ
を
矯
正
し
、
善
い
と
こ
ろ
を
伸
長
さ
せ
る
。

悪
い
と
こ
ろ
を
指
摘
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
受
け
い
れ
直
す
、
こ
れ
は

言
う
に
や
す
く
、
行
う
に
難
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
れ
で
も
、
悪
い
と
こ
ろ

を
指
摘
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
否
定
し
て
反
発
す
る
と
い
う
の
が
普
通
の
反

応
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
切
磋
琢
磨
の
難
し
さ
が
あ
る
。
自
分
の
悪
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い
と
こ
ろ
を
指
摘
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
受
け
い
れ
直
す
し
、
ま
た
相

手
に
た
い
し
て
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
関
係
が
、
蕃
山
の
い
う

「
心
友
」
同
士
の
関
係
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
が
で
き
る
の
は
、
お
互

い
が
同
じ
く
聖
人
を
志
す
者
、
す
な
わ
ち
「
心
友
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
蕃
山
は
こ
う
し
た
「
心
友
」
同
士
間
の
道
徳
的
修
養

を
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
自
ら
実
践
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
「
花
園
会
約
」
で
あ
る
。
こ
の
「
花
園
会
約
」
は
、

蕃
山
が
中
江
藤
樹
の
も
と
か
ら
帰
り
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
岡
山

藩
に
再
出
仕
し
た
後
、
慶
安
三
・
四
年
（
一
六
五
〇
・
五
一
）
こ
ろ
に
、

蕃
山
の
組
下
の
者
と
藤
樹
の
弟
子
た
ち
と
と
も
に
作
っ
た
「
心
学
学
習
の

結
社
」
（
倉
知
克
直
）
の
規
約
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
武
士
の
職
分
を

「
民
を
育
む
守
護
」
と
規
定
し
た
う
え
で
、
良
知
を
致
す
こ
と
を
会
の
主

旨
と
す
る
と
宣
言
し
て
い
た
。

　
　
是
故
に
今
諸
子
の
会
約
致
二
良
知
一
を
以
て
宗
と
す
。
寛
に
難
レ
得

　
　
此
生
を
得
、
難
レ
聞
聖
教
を
聞
、
難
レ
遇
同
志
数
輩
集
れ
り
。
三
難

　
　
の
時
い
か
で
黙
止
べ
き
や
。
（
花
園
会
約
、
全
五
、
二
I
頁
）

　
こ
の
「
花
園
会
約
」
が
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
み
て
注
目
す
べ
き
は
、

最
後
の
条
目
に
同
志
間
の
相
互
批
判
を
勧
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
朋
友
の
交
過
を
規
し
、
善
を
勧
て
以
真
実
の
親
み
と
す
。
過
を
見
て

　
　
規
こ
と
な
く
、
善
を
知
て
勧
ざ
る
は
同
志
切
磋
す
る
の
本
旨
に
あ
ら

　
　
ず
。
徒
に
其
非
を
と
が
め
、
其
是
を
争
ふ
も
亦
同
志
切
磋
す
る
の
始

　
　
願
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
を
規
に
和
を
以
し
、
こ
れ
を
勧
に
時
を
以
し
て
、

　
　
漫
に
論
弁
を
な
さ
ゞ
れ
。
議
論
梢
か
な
は
ざ
る
事
あ
ら
ば
、
心
を
虚

　
　
に
し
て
み
づ
か
ら
反
せ
よ
。
そ
れ
良
知
の
愛
敬
は
万
物
を
以
一
体
と

　
　
す
、
我
手
足
傷
時
は
、
是
を
治
す
る
心
平
愈
に
至
ざ
れ
ば
不
レ
息
。

　
　
人
の
心
病
を
療
す
る
も
、
忠
告
て
善
導
の
意
按
を
め
ぐ
ら
す
べ
し
。

　
　
過
を
聞
人
も
良
薬
の
口
に
苦
を
不
レ
厭
し
て
、
病
に
利
あ
る
事
を
楽

　
　
べ
し
。
過
を
規
人
に
向
て
蓋
蔵
し
、
外
に
慎
は
、
讐
病
者
の
醫
師
に

　
　
逢
て
、
其
病
症
を
か
く
す
が
ご
と
し
。
心
事
光
明
に
し
て
内
外
な
く
、

　
　
自
心
に
恥
て
念
上
に
格
去
べ
し
。
（
花
園
会
約
、
蕃
出
全
五
、
二
二

　
　
頁
）

　
こ
う
し
た
「
心
友
」
の
朋
友
の
相
互
批
正
の
会
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

「
徒
党
」
と
み
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
事
実
、
花
園
会
と
い
う
「
心

学
学
習
の
結
社
」
は
、
当
時
、
藩
士
か
ら
の
不
審
を
招
い
た
と
い
う
。
池

田
光
政
は
、
大
老
酒
井
忠
勝
か
ら
「
大
勢
あ
つ
ま
り
候
所
、
も
よ
う
悪
候

間
、
御
し
め
可
有
候
」
（
『
光
政
日
記
』
、
慶
安
五
年
五
月
六
日
条
）
と
い

う
指
摘
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
藤
陽
一
に
よ
れ
ば
、
「
花
園
会
約

に
み
ら
れ
た
よ
う
な
同
志
的
講
学
の
風
が
、
耶
蘇
の
変
法
と
も
い
わ
れ
る

疑
惑
を
そ
そ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
苦

い
経
験
が
あ
っ
た
た
め
か
、
後
年
の
「
集
義
和
書
」
の
な
か
で
、
蕃
山
は

「
徒
党
」
に
た
い
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

　
　
貴
殿
の
心
術
は
心
と
行
と
二
に
な
る
が
ご
と
し
。
学
友
の
交
に
は
和

　
　
あ
れ
共
、
世
間
の
交
に
は
和
な
し
。
古
の
し
た
し
き
も
う
と
く
な
れ

　
　
り
。
親
類
・
知
音
み
な
離
れ
て
、
同
志
と
の
み
昼
夜
の
会
を
な
せ
り
。

　
　
わ
き
よ
り
見
て
徒
党
と
云
共
、
い
ひ
わ
け
し
が
た
か
ら
ん
。
（
「
集
義

　
　
和
書
」
巻
一
〇
、
一
九
〇
頁
）
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「
議
論
」
す
る
「
会
」
に
た
い
す
る
非
難
へ
の
警
戒
の
言
説
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
蕃
山
の
言
葉
で
あ
る
。

　
　
学
者
あ
り
問
て
云
。
我
国
の
同
志
、
夜
な
く
会
を
な
し
て
静
坐
し

　
　
議
論
す
。
益
を
得
こ
と
不
レ
可
レ
過
レ
之
。

　
　
答
云
。
君
子
は
無
欲
を
以
て
静
と
す
。
行
住
坐
臥
共
に
静
坐
な
り
。

　
　
何
ぞ
別
に
静
と
云
も
の
を
な
さ
ん
や
。
心
思
、
義
理
を
専
に
す
る
時

　
　
は
、
い
ふ
こ
と
皆
議
論
な
り
。
何
ぞ
別
に
議
論
と
云
も
の
を
作
ら
ん

や
。
其
上
、
夜
な
く
の
会
合
に
は
、
其
亭
主
の
家
内
の
者
共
の
労

す
る
の
み
な
ら
ず
、
客
の
家
内
の
者
も
亦
主
人
の
帰
を
待
て
不
レ
寝
。

夏
は
蚊
虫
に
く
ら
は
れ
、
冬
は
寒
気
に
い
た
む
。
十
人
よ
れ
ば
十
家

の
者
を
労
苦
せ
し
む
。
凡
男
女
百
人
の
難
儀
な
り
。
（
「
集
義
和
書
」

巻
一
〇
、
一
八
七
頁
）

心
友
問
て
云
。
い
と
ま
な
く
し
て
心
術
の
受
用
す
ゝ
み
が
た
し
。
禄

を
辞
し
官
を
去
て
、
静
に
成
て
志
を
は
げ
ま
さ
ば
、
上
達
の
功
も
し

る
し
あ
る
べ
き
か
。

答
云
。
聖
賢
の
学
、
い
と
ま
あ
り
て
後
修
る
こ
と
を
き
か
ず
。
た
と

ひ
初
め
い
と
ま
あ
る
身
に
て
学
た
り
と
も
、
出
で
仕
て
学
所
を
試
み

行
は
ん
と
こ
そ
お
も
ふ
べ
き
に
、
官
縁
を
去
退
て
受
用
す
べ
き
と
は
、

何
事
ぞ
や
。
遊
民
を
ね
が
ふ
か
。
今
の
学
者
の
風
を
き
け
ば
、
会
合

を
し
げ
く
し
て
議
論
を
好
み
、
気
方
の
あ
ひ
た
る
人
々
と
打
寄
て
、

昼
夜
と
な
く
あ
そ
ぶ
を
以
て
学
問
の
事
と
す
。
主
人
な
く
て
如
レ
此

な
ら
ば
弥
安
楽
な
ら
ん
と
お
も
へ
り
。
此
人
々
ね
が
ひ
を
と
げ
て
I

　
　
二
変
せ
ば
、
心
身
共
に
異
端
と
成
者
あ
ら
ん
。
（
『
集
義
和
書
』
巻
一

　
　
〇
、
一
丸
一
頁
）

　
こ
こ
で
は
、
蕃
山
は
必
ず
し
も
「
会
合
」
を
勧
め
て
は
い
な
い
。
「
会

合
」
が
度
重
な
る
結
果
、
「
打
寄
」
る
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
っ
て
し
ま

い
、
本
来
、
目
指
す
べ
き
心
の
修
養
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の

警
戒
が
あ
る
だ
ろ
う
。
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
た
ん
に
集
ま
れ
ば
よ
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
「
議
論
講
明
」
と
い
っ
て
も
、
書
物
を
詮
索
し
た
も
の

で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
「
内
に
向
う
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
。

　
　
心
友
問
。
議
論
講
明
、
甚
親
切
に
、
道
理
く
は
し
け
れ
ど
も
、
其
心

　
　
術
躬
行
に
名
利
の
交
り
あ
る
は
、
何
ぞ
や
。

　
　
答
云
。
心
法
は
、
問
学
の
あ
ら
き
く
は
し
き
に
は
よ
ら
ず
。
た
で
心

　
　
の
む
か
ふ
と
こ
ろ
異
な
り
。
心
、
内
に
む
か
ふ
時
は
、
一
言
に
し
て

　
　
も
精
微
を
尽
す
べ
し
。
心
、
外
に
向
も
の
は
、
千
言
万
語
の
親
切
な

　
　
る
講
習
を
な
す
と
も
、
た
ゞ
説
話
の
み
に
し
て
精
微
に
人
こ
と
あ
た

　
　
は
ず
。
心
は
本
の
凡
心
な
り
、
何
ぞ
名
利
を
ま
ぬ
か
れ
ん
や
。

　
　
問
。
心
い
か
ゞ
し
て
内
に
む
か
ふ
べ
き
や
。

　
　
云
。
こ
れ
い
ひ
が
た
し
。
吾
子
の
心
、
初
よ
り
内
に
む
か
へ
り
。
他

　
　
の
学
者
の
心
を
見
て
分
明
な
る
べ
し
。
内
に
向
だ
る
人
に
学
時
は
、

　
　
学
者
の
心
自
然
に
内
に
む
か
ふ
。
外
に
向
た
る
人
に
学
時
は
学
者
の

　
　
心
自
然
に
外
に
む
か
ひ
去
。
親
切
の
心
術
と
も
に
外
に
む
か
ひ
事
を

　
　
不
レ
知
。
是
意
を
以
意
を
伝
ふ
、
言
語
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
（
『
集

　
　
義
和
書
』
巻
九
、
一
七
七
～
一
七
八
頁
）
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こ
う
し
た
内
に
向
う
こ
と
を
求
め
た
の
は
、
も
と
も
と
学
問
は
「
人
の

為
に
す
る
」
の
で
は
な
く
、
「
己
の
為
に
す
る
」
（
『
論
語
』
憲
問
篇
）
も

の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
己
が
た
め
に
す
る
の
工
夫
は
、
い
か
ゞ
受
用

し
得
る
べ
き
や
」
と
い
う
問
い
に
た
い
し
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　
天
地
の
間
に
己
一
人
生
て
あ
り
と
思
ふ
べ
し
。
天
を
師
と
し
、
神
明

　
　
を
友
と
し
て
見
時
、
外
・
人
に
よ
る
の
心
な
し
。
か
く
の
ご
と
く
な

　
　
れ
ば
、
内
固
し
て
奪
ふ
べ
か
ら
ず
。
外
和
し
て
と
が
む
べ
か
ら
ず
。

　
　
（
『
集
義
和
書
』
巻
九
、
一
五
七
頁
）

　
「
天
地
の
間
に
己
一
人
生
て
あ
り
」
と
い
う
強
い
精
神
的
自
立
を
え
る

た
め
に
、
お
互
い
が
切
磋
し
あ
う
「
議
論
講
明
」
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た

「
同
志
」
「
心
友
」
の
集
ま
り
で
あ
れ
ば
、
自
然
と
一
人
ひ
と
り
が
「
内
に

向
う
」
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
蕃
山
の
「
心
法
」
の

核
心
が
あ
る
の
だ
が
、
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
か
り
に
「
心
友
」

相
互
の
道
徳
的
修
養
の
場
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
近
世
前
期
の
時
代
状
況

の
な
か
で
は
、
「
徒
党
」
の
非
難
を
う
け
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
看

過
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
に
武
士
の
日
常
生
活
の
な
か
で
の

「
心
学
学
習
の
結
社
」
の
困
難
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
長
所
、
短
所
を
も
っ
て
い
る
者
同
土
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
つ

く
る
の
か
。
そ
の
基
準
。
ル
ー
ル
と
な
る
の
が
「
礼
楽
」
で
あ
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
礼
楽
の
う
ち
の
礼
に
つ
い
て
い
え
ば
、
蕃
山
の
場

合
、
「
式
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
「
式
」
は
日
常
の
規
則
か
ら
政
治
的
な

制
度
ま
で
の
外
形
的
な
基
準
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
素
行
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
自
体
、
蕃
山
の
特
色
で
は
な
い
が
、
面
白
い

こ
と
は
、
そ
の
「
式
」
の
定
め
方
で
あ
る
。
身
分
の
違
い
を
超
え
て
（
と

い
っ
て
も
、
武
士
内
部
の
身
分
で
は
あ
る
が
）
、
「
議
論
講
明
」
し
て
定
め

る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
問
。
式
は
何
と
定
む
べ
き
や
。

　
　
云
。
武
士
よ
り
出
た
る
者
の
、
人
情
・
事
変
に
達
せ
る
人
を
、
式
を

　
　
定
る
司
と
し
、
和
漢
の
事
に
博
学
な
る
も
の
を
ま
じ
へ
、
数
十
箇
条

　
　
を
記
し
、
君
及
び
老
臣
・
上
士
・
中
士
・
下
士
、
近
く
坐
し
て
議
論

　
　
講
明
し
、
損
益
の
思
ひ
寄
を
述
、
君
と
司
と
道
理
の
定
る
所
を
決
し

　
　
て
清
書
せ
し
む
。
猶
又
諸
国
に
下
知
し
て
所
と
人
情
と
の
同
異
を
聞
、

　
　
賢
才
の
者
の
昌
言
を
得
て
損
益
す
。
（
『
大
学
或
問
』
下
冊
、
四
五
五

　
　
頁
）

　
先
に
述
べ
た
「
大
君
、
老
臣
・
諸
侯
。
上
士
・
中
士
を
ひ
き
ゐ
て
議
論

講
習
す
」
る
道
徳
的
な
相
互
修
養
の
「
議
論
講
明
」
は
、
政
治
的
な
そ
れ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
そ
の

前
提
と
し
て
「
学
校
」
の
な
か
で
、
主
君
の
子
も
ま
た
世
襲
の
枠
を
取
っ

払
っ
て
、
学
び
合
う
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
「
心
友
」
同

士
で
、
お
互
い
が
道
徳
的
な
修
養
を
つ
み
、
悪
い
と
こ
ろ
を
正
し
、
善
い

と
こ
ろ
を
勧
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
そ
の
ま
ま
政
治
的
な
「
式
」
を
定
め
る
に
際
し
て
も
、
「
議
論
講

明
」
で
き
る
と
蕃
山
は
、
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
蕃
山
は
、
「
同
志
と
会

し
て
」
、
「
治
国
平
天
下
の
窮
理
」
に
及
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
同
志
と
会
し
て
、
治
国
平
天
下
の
窮
理
に
及
ぶ
。
夫
国
の
国
た
る
処
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は
、
民
あ
る
を
以
也
。
民
の
民
た
る
所
は
、
五
穀
あ
る
を
以
て
也
。

　
　
（
『
集
義
外
書
』
巻
七
、
全
二
、
コ
ー
二
頁
）

　
こ
こ
に
は
、
学
校
＝
朝
廷
論
へ
の
萌
芽
（
横
井
小
楠
へ
の
つ
な
が
り
）

が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
「
議
論
講
明
」
の
な
か
で
定
め
ら
れ
る
「
式
」
自
体
の
問

題
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
礼
儀
ノ
則
ア
ツ
テ
不
レ
過
不
レ
奢
、
欲
ヲ
フ
サ
グ

モ
ノ
ナ
リ
。
是
ヲ
名
ツ
ヅ
ケ
テ
式
ト
云
。
此
式
ヤ
時
・
処
・
位
ア
リ
」

（
『
集
義
和
書
』
巻
七
、
一
一
四
頁
）
、
「
礼
式
は
人
情
を
考
へ
、
天
地
の
事

変
に
し
た
が
ひ
て
損
益
あ
り
」
（
『
論
語
小
解
』
為
政
二
、
全
四
、
三
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
「
時
・
処
・
位
」
と
人
情
事
変
に
適
応
し

た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
周
知
の
蕃
山
に
お
け
る
「
時
・

処
・
位
」
論
。
人
情
事
変
論
が
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
蕃
山
は
普
遍

的
な
「
道
」
を
根
本
に
お
き
な
が
ら
も
、
日
本
の
人
情
事
変
に
応
じ
た
特

殊
な
「
法
」
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
の

蕃
山
論
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
割
愛
し
て
先
に
論
を
進
め
よ
う
。

　
蕃
山
の
「
議
論
講
明
」
が
相
手
の
非
を
膀
り
あ
う
よ
う
な
場
で
は
な
く
、

「
和
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
の
は
、
礼
楽
の
楽
が
音
楽
で
あ
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
。
同
志
の
間
の
「
議
論
」
は
、
あ
た
か
も
楽
器
が
異
な

る
よ
う
に
、
お
互
い
の
「
議
論
」
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
の
で
あ
る
。

　
　
同
志
ノ
交
り
生
質
義
論
等
我
お
も
む
き
に
叶
候
へ
ば
相
和
、
不
叶
は

　
　
同
志
と
て
も
隔
あ
る
や
う
候
。
志
さ
へ
実
ニ
あ
ら
ば
生
質
お
も
む
き

　
　
の
す
り
ち
が
ひ
た
る
が
益
多
候
。
そ
の
す
り
ち
が
い
た
る
所
子
心
ヲ

　
　
付
候
へ
ば
、
を
の
れ
が
す
ゝ
み
に
成
候
。
た
と
へ
ば
音
楽
な
ど
も
平

　
　
調
ノ
楽
な
れ
ば
調
子
を
定
、
笙
ひ
ち
り
き
笛
筝
琵
琶
あ
ま
た
の
楽
器

　
　
そ
れ
く
の
音
あ
り
て
同
音
な
る
は
I
ツ
も
な
く
候
へ
ど
も
、
平
調

　
　
ノ
誠
ヲ
ー
ツ
定
置
候
へ
ば
、
そ
れ
く
の
音
ち
が
ひ
て
す
り
ま
く
り

　
　
あ
れ
ど
も
、
い
づ
れ
も
平
調
ノ
調
子
ニ
か
な
へ
ば
、
各
相
和
し
て
其

　
　
楽
正
し
。
人
道
も
其
通
二
面
、
至
誠
さ
へ
あ
れ
ば
同
志
不
同
志
ノ
ゑ

　
　
ら
み
な
く
相
和
益
あ
る
事
也
。
（
『
集
義
義
論
聞
書
（
二
）
』
、
全
六
、

　
　
二
三
頁
）

　
音
楽
の
も
た
ら
す
「
和
」
を
評
価
す
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
蕃
山
に
お

い
て
は
、
学
校
の
教
師
と
な
る
の
は
、
雅
楽
に
通
暁
し
た
京
都
の
皇
族
・

公
家
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
王
子
・
諸
公
家
男
女
と
も
に
、
出
家
し
給
は
で
も
、
道
行
は
る
ゝ
時

　
　
は
、
す
べ
き
ゃ
う
あ
り
。
い
ま
だ
す
く
な
し
と
せ
ん
か
。
い
っ
の
こ

　
　
ろ
に
ゃ
有
け
ん
、
乱
世
に
て
禁
申
・
公
家
領
貢
を
納
る
事
な
か
り
し

　
　
か
ば
、
縁
を
尋
て
田
舎
に
居
る
人
多
か
り
き
。
其
公
家
の
中
に
願
は

　
　
れ
し
人
あ
り
と
き
く
。
天
下
を
一
統
し
て
将
軍
と
な
ら
ん
人
、
道
学

　
　
を
好
ま
れ
よ
か
し
。
京
に
昔
の
学
校
を
興
し
、
国
々
に
も
古
の
如
く

　
　
学
校
あ
ら
ば
、
師
に
な
す
べ
き
人
稀
な
ら
ん
。
足
利
に
か
た
ば
か
り

　
　
残
り
た
る
学
校
に
さ
へ
、
師
な
け
れ
ば
出
家
に
預
け
置
た
り
。
人
倫

　
　
の
学
校
を
出
家
に
預
け
置
べ
き
ゃ
う
な
き
事
也
。
諸
国
に
師
を
多
く

　
　
せ
ん
に
は
、
京
の
学
校
に
天
子
よ
り
諸
公
家
の
子
、
生
れ
な
が
ら
官

　
　
位
の
沙
汰
な
く
。
た
ゞ
人
と
同
じ
く
皆
学
校
に
入
れ
、
文
学
・
音
楽

　
　
を
習
は
し
め
、
楽
人
の
子
・
社
家
の
子
は
王
子
・
公
家
の
陪
膳
・
給
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仕
の
為
に
人
て
、
公
儀
よ
り
入
用
を
あ
た
へ
、
講
習
の
時
は
同
座
し

　
　
て
共
に
学
び
、
音
楽
を
学
ぶ
べ
し
。
其
中
に
仁
徳
お
は
し
ま
す
王
子

　
　
を
位
に
即
奉
り
、
諸
公
家
の
才
智
あ
る
も
の
を
、
其
家
を
嗣
し
め
、

　
　
文
学
・
音
楽
に
達
せ
る
を
、
国
々
に
遣
は
す
べ
し
。
（
「
大
学
或
問
」

　
　
下
冊
、
四
五
七
～
四
五
八
頁
）

　
蕃
山
は
皇
族
や
公
家
の
男
女
子
を
出
家
さ
せ
ず
に
、
「
天
子
よ
り
諸
公

家
の
子
」
ま
で
を
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
官
位
」
を
与
え
ず
に
、
「
た
ゞ
人
」

と
同
じ
く
学
校
に
入
れ
て
、
「
文
字
・
音
楽
」
を
習
わ
せ
、
「
仁
徳
」
あ
る

「
王
子
」
は
位
に
つ
け
、
「
諸
公
家
の
才
智
」
あ
る
も
の
に
は
家
を
継
が
せ
、

そ
の
ほ
か
の
「
文
学
・
音
楽
」
に
上
達
し
た
者
た
ち
を
諸
国
の
学
校
の

「
師
」
に
せ
よ
と
説
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
音
楽
（
雅
楽
）
に
学
校
教
育

の
重
要
な
位
置
を
与
え
、
そ
れ
に
通
暁
し
た
皇
族
・
公
家
を
武
土
の
教
師

に
招
く
と
い
う
提
案
は
、
蕃
山
が
京
都
の
公
家
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た

こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
武
士
の
教
育
機
関
と
し
て
学
校
を
位
置
づ
け
る
蕃
山
の
場

合
、
素
行
に
お
い
て
主
眼
で
あ
っ
た
三
民
教
化
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
蕃
山
と
て
も
、
民
に
た
い
す
る
愚
民
観
は
あ

る
。
　
　
心
法
・
治
道
ト
モ
ニ
無
欲
ヨ
リ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
無
欲
ナ
ル
ト
キ
ハ

　
　
心
静
子
ン
テ
霊
明
生
ズ
。
仁
・
義
。
礼
・
知
・
信
ノ
性
、
自
然
二
照

　
　
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
此
心
法
ヲ
知
テ
用
ル
人
ハ
ス
ク
ナ
シ
。
民
ノ
如
キ
ハ
、

　
　
ア
了
不
ク
教
テ
知
ラ
シ
ム
コ
ト
不
レ
能
。
夕
ご
せ
収
ヲ
以
テ
不
レ
知

　
　
不
レ
識
無
欲
ニ
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
。
（
『
集
義
和
書
』
巻
七
、
一
一
四
頁
）

　
そ
の
う
え
、
民
衆
教
化
策
と
し
て
蕃
山
も
、
素
行
と
同
様
に
、
仏
教
対

策
を
問
題
に
し
て
い
た
。
蕃
山
も
、
現
時
点
で
は
仏
教
が
民
衆
の
信
仰
心

や
道
徳
心
を
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
認
識
を
も
ち
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
大
き

な
勢
力
を
獲
得
で
き
た
の
も
、
仏
教
が
先
導
役
を
果
た
し
た
た
め
だ
と
す

る
。
「
畢
竟
仏
法
は
吉
利
支
丹
の
先
達
也
」
（
『
集
義
和
書
』
巻
一
二
二

二
三
頁
）
。
さ
ら
に
、
同
時
代
の
仏
教
が
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
た
め
に
制

度
化
さ
れ
た
寺
請
制
に
よ
っ
て
、
幕
藩
領
主
の
年
貢
徴
収
と
競
合
す
る
位

に
な
っ
て
い
る
と
す
る
点
も
、
素
行
と
認
識
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

　
　
吉
利
支
丹
請
に
て
、
不
義
無
道
の
出
家
漫
り
、
仏
法
の
実
は
亡
び
た

　
　
る
と
い
へ
り
。
（
「
大
学
或
問
」
下
冊
、
四
四
五
頁
）

　
要
す
る
に
、
江
戸
前
期
の
仏
教
の
勢
力
を
抑
え
る
こ
と
を
課
題
と
す
る

点
で
、
二
人
は
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ

は
二
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
当
時
の
幕
藩
領
主
の
政
治
的
な
課
題
で

も
あ
っ
た
。

　
素
行
の
場
合
、
三
民
教
化
の
機
関
と
し
て
学
校
を
構
想
し
て
、
こ
れ
に

答
え
よ
う
と
し
た
。
直
接
に
仏
教
を
抑
え
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ

う
に
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
反
抗
し
て
、
民
衆
の
心
服
を
得
ら
れ
な
い
か
ら
、

搦
め
手
か
ら
そ
の
弱
体
化
を
謀
る
術
策
だ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
学
校

と
い
っ
て
も
、
仏
教
寺
院
を
棄
却
す
る
の
で
は
な
く
、
再
利
用
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
蕃
山
の
場
合
は
ど
う
か
。
蕃
山
も
ま
た
、

仏
教
寺
院
を
弾
圧
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。

　
　
問
。
今
寺
請
を
止
て
、
天
下
の
人
の
信
不
信
に
任
せ
ば
、
檀
那
寺
持

　
　
ざ
る
も
の
大
分
な
ら
ん
。
然
ら
ば
僧
は
飢
に
及
び
な
ん
か
。
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云
。
是
故
に
ま
づ
仁
政
を
先
に
し
て
余
米
を
以
て
根
な
き
僧
を
養
へ

　
　
り
。
み
だ
り
に
み
づ
か
ら
出
家
す
る
も
の
を
禁
じ
、
前
に
い
ふ
所
の

　
　
得
度
の
法
行
は
れ
ば
、
出
家
す
る
も
の
千
分
が
I
な
ら
ん
。
三
十
年

　
　
の
間
に
は
、
出
家
も
死
て
す
く
な
く
な
る
べ
し
。
渡
世
の
為
に
是
非

　
　
な
く
出
家
し
た
る
者
多
け
れ
ば
、
還
俗
せ
し
め
て
、
渡
世
だ
に
あ
ら

　
　
ば
、
還
俗
す
る
も
の
多
か
る
べ
し
。
文
字
達
者
な
る
も
の
は
在
々

　
　
所
々
に
て
小
学
の
役
人
と
も
な
る
べ
し
。
（
「
大
学
或
問
」
下
冊
、
四

　
　
四
七
頁
）

　
こ
の
点
、
池
田
光
政
が
寛
文
期
に
強
行
し
た
寺
院
淘
汰
と
蕃
山
と
の
間

に
は
、
ズ
レ
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
素

行
と
の
違
い
は
、
素
行
に
は
術
策
性
が
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
蕃
山
の

場
合
、
ま
ず
自
ら
が
「
心
法
」
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
寺
院
の
勢

力
は
自
然
と
減
退
す
る
だ
ろ
う
と
説
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
、
素

行
の
よ
う
な
術
策
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
素
行
と
蕃
山
の
二
人
は
、
武
士
の
日
常
生
活
に
儒
学
を
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
世
前
期
に
生
き

る
武
士
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
一
七
世
紀
中
ご
ろ
の
い
わ
ゆ
る
藩
政

の
確
立
期
の
武
土
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
素
行
は
学
校
の
な
か
で
武
士
を
教
育
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
素
行
は
そ
れ
を
武
士
の
日
常
生
活
、
と
く
に
家
庭
の
な
か
で

行
お
う
と
し
て
、
武
士
の
た
め
の
特
別
な
教
育
機
関
を
設
け
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
素
行
に
よ
れ
ば
、
武
士
は
三
民
の
「
師
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

道
徳
的
な
模
範
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
逆
説
的
だ
が
、
武
士
は
自
ら
の

「
職
分
」
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
志
的
に
「
い
が
た
」
の
な
か

に
自
ら
を
流
し
こ
ん
で
、
生
活
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
武
士
個
々
人
に
は
、
内
面
的
な
感
情
や
価
値
観
と
外
形
的
な
行
動

と
の
間
に
矛
盾
を
意
識
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
職
分
」
を
自
覚
し
た
武
土
は
、
そ
う
し
た
私
的
な
感
情
や
価
値
感
を
自

己
統
御
し
、
自
ら
の
日
常
生
活
を
律
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
武
士
は
学

校
と
い
う
特
別
な
機
関
を
設
け
ず
と
も
、
「
世
間
」
＝
日
常
生
活
の
場
で

あ
る
家
庭
の
な
か
で
、
そ
う
し
た
生
き
方
を
幼
い
頃
か
ら
個
々
に
教
育
す

べ
き
だ
と
し
た
。

　
と
い
っ
て
、
素
行
は
学
校
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
農
工
商
の
三

民
教
化
の
た
め
の
機
関
と
し
て
学
校
を
位
置
づ
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

思
う
に
、
こ
う
し
た
三
民
教
化
の
機
関
が
求
め
ら
れ
た
理
由
は
、
農
工
商

の
な
か
で
、
村
々
町
々
に
手
本
と
な
る
べ
き
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
武
士
は
城
下
町
に
集
住
し
て
い
る
た
め
、
直

接
、
農
工
商
の
三
民
に
接
す
る
こ
と
は
な
い
。
武
士
は
三
民
の
模
範
た
る

べ
き
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
三
民
の
前
で
そ
れ
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
い
わ
ば
代
替
措
置
と
し
て
三
民
の
な
か
か

ら
優
秀
な
も
の
（
現
実
的
に
は
村
々
町
々
の
支
配
層
）
を
教
育
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
模
範
・
手
本
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

彼
ら
は
、
三
民
に
た
い
し
て
道
徳
的
な
教
説
を
言
葉
に
よ
っ
て
教
え
る
よ

－49－



う
な
存
在
で
は
な
く
、
自
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
模
範
と
な
る
よ
う
な
存
在

で
あ
っ
た
。
三
民
教
化
の
学
校
は
、
書
物
を
読
む
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

実
業
的
な
も
の
を
教
え
込
む
も
の
で
、
言
葉
を
介
し
て
の
教
育
で
は
な
く
、

知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
、
「
形
」
＝
「
い
が
た
」
の
実
行
を
通
し
て
習

慣
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
素
行
が
農
工
商
の
三
民
教
化
の
機
関
と
し
て
の
学
校
を
構
想
し
て
い
た

の
に
た
い
し
て
、
蕃
山
の
構
想
す
る
学
校
は
武
士
教
育
の
機
関
だ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
学
校
論
は
、
江
戸
後
期
に
は
珍
し
く
な
い
。

ど
こ
が
蕃
山
の
特
色
か
と
い
え
ば
、
武
士
の
ト
ッ
プ
「
君
主
」
を
教
育
す

る
こ
と
を
主
眼
に
お
き
、
し
か
も
、
「
士
庶
人
の
子
と
共
に
」
学
び
合
う

こ
と
を
求
め
た
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
蕃
山
の
武
士
教
育
論
の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
「
土
」
と
し
て
の
対
等
性
の
原
理
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
こ
そ
、
世
襲
制
度
を
前
提
と
し
た
江
戸
後
期
の
学
校
論
と
の
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
し
か
し
、
対
等
な
武
土
相
互
の
「
議
論
講
習
」
の
も
と
で
の

教
育
を
目
指
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
「
徒
党
」
へ
の
警
戒
感
を
も
た
れ
る

可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、

「
式
」
の
よ
う
な
政
治
的
な
制
度
を
「
議
論
講
明
」
す
る
場
で
も
あ
っ
た

こ
と
で
も
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
蕃
山
の
場
合
、
学
校
は
世
襲
身
分
制

度
の
「
世
間
」
＝
日
常
生
活
と
異
次
元
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
上
か
ら
下
へ

の
一
方
向
的
な
教
化
で
は
な
く
、
武
士
相
互
の
道
徳
的
な
修
養
を
行
う
場

で
あ
る
ば
か
り
か
、
政
治
を
「
議
論
講
明
」
す
る
場
に
も
成
り
え
た
の
で

あ
る
。

　
現
実
の
学
校
登
場
以
前
の
近
世
前
期
に
提
示
さ
れ
た
、
山
鹿
素
行
と
熊

沢
蕃
山
の
学
校
構
想
は
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
の
い
わ
ば
原
型
で
あ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
素
行
の
学
校
論
は
三
民
教
化
の
機
関
と
七
て
の
学
校
で

あ
る
の
に
た
い
し
て
、
蕃
山
の
そ
れ
は
武
士
教
育
の
機
関
と
し
て
の
学
校

で
あ
る
。
前
者
が
上
か
ら
下
へ
の
一
方
向
的
な
教
化
を
め
ざ
す
も
の
で
あ

っ
た
の
に
た
い
し
て
、
後
者
は
対
等
な
者
同
土
の
相
互
の
教
育
を
め
ざ
す

も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
三
民
教
化
か
、
武
士
教
育
か
の
問
題
は
、

江
戸
時
代
の
学
校
論
の
基
本
テ
ー
マ
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
近

世
全
体
の
学
校
論
の
歴
史
を
た
ど
る
な
か
で
、
そ
の
具
体
相
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。
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